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高

両

事

件
と

中
ソ

関

係

中
嶋

は

じ

め

に

アジアの
冷戦は、
第二
次世界大戦終結前後のヤル
タ
体制の
内部

（
1
｝
 

で
すでに
開始されていたとい
えるが、
やがて、
中華人民共和
国成

立まもない
時期の朝鮮戦争の
勃発は、
文字どおり冷戦の熱戦化を

もたらし、
北
東アジアの
国際環境を極限的に
緊迫させた。
そして

朝鮮戦争は、
表向き中ソの一
枚岩的団結の
もとでのアジアの
東西

対立を深く刻印したけれども、
それとともに、
すでに
潜在的に
萌

芽していた
中ソの
対立関係を決定的なものに
する一
つ
の重要な歴

（2）
 

史的土
壌となっ
た。
まさにと
の
同じ
時期、
中ソの
歴史的な利害対

立の磁場で
もあっ
た
東北（旧満州）
を
舞台に
生成したい
わゆる
高

崩事件は、
その全
容がなおヴェ
ールに
閉ざされてい
るとはい
え、

と
れを当時の
中ソ
関係に
投影してみたとき、
そこには、
きわめて

重視すべ
き数多くの
問題点が存在する。
したがっ
て、
高商事件は、

中ソ
対立の
歴史的過程を遡及するに
あたっ
て、
今日あらためて
検

嶺
雄
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討を
加えるべ
き重要課題だとい
えよ
う。
もとより、
本質的には
中

華人民共和
国建国後最初の
党内闘争で
あっ
た
高同事件とその主要

な
舞台としての
東北を
中ソ
関係史のなかに
組み込んで
再検討しよ

うと
する
試みは、
きわめて
刺激的な作業ではあっ
て
も、
さまざま

な資料的制約のために、
仮説の
導入を
前提としてのみ可能なもの

で
あろうが、
幸いにして、
最近発刊されたい
くつ
かの重要な非公

開文献や
回想
録など（毛沢東、
フルシ
チョ
フ、
王明などの）
は、

（
3
）
 

乙
の
試みを大きく補助するとこ
ろとなっ
てい
る。

われわれは、
高樹事件は、
たんに
東北を「独立王
国」
化しよ
う

とした
高岡らの
地
方権力と、
中国共産党中央権力との
権力的角逐

にとどまらず、
中ソ
対立の
歴史的土
壌としての
東北を
舞台にした

ス
ター
リン
と毛沢東ない
しは
中国共産党中央との
抗
争の一
環に
も

位置すべ
き
国際的背景を
もっ
た重大事件ではなかろうか、
との
仮

説から出発し、
以下、
できるかぎり実証的にと
の
仮説を
検証しよ

うと
するもので
ある。



（1）
こ
のよ
うな
前提につ
いて
は、
さ
し
あたり中嶋嶺雄報告「中ソ
対

立の
歴史的構造
｜｜アジアの
冷戦と
中ソ
関係（一
九四八
｜五八
年）

ーl」（京都シン
ポジウム
「アジアの
冷戦構造」、
一
九七四年一
二
月）、

参照。

（2）
こ
の
点につ
いて
詳し
くは、
中嶋嶺雄「朝鮮戦争と中国」、
『国際

問題』
一
九七五
年五
月号、
参照。

（3）
毛
沢
東の
非公
開文献として
は、
よ
く知られているよ
うに、
文化

大革命
期に
内部発行された
『毛津東思想菖歳』（同
様の
題名
で
編
印

された
ものが
四種類知られている）
をはじめ、
『毛
主
席
対彰、
賞、

張、
周反
党集
団的批判』、
『毛主
席文逃』
などがあり、
い
ずれもP
紅

衛兵資料d
として
内部で
学習用に
編印された
ものと思われるが、
す

でに
多くの
検討が
あるよ
うに、
こ
れらの
資料は、
十分に
資料的価値

を
有する
ものだ
といえよ
う。
フル
シ
チョ
フの
回
想
録
は、
ス
ト
ロ
ー

ブ・
タル
ボッ
ト
編
訳の
長編が二
度に
わたっ
てアメ
リ
カ
で
刊
行
さ
れ

（
Mg
g与与さ
勾ぬ遣
さらぬミ
およ
び
～g
zhF与さ
河内
司起き守3・
吋－G

hbhH
MJS芯遣SH）、
多くの
話題をよ
んだ。
乙
の
回
想録につ
い
ては、

編訳
者およ
びエ
ドワード・
クラン
クショ
ウの
解説をまつ
まで
もな
く、

少な
くとも中
国および
中ソ
関係にかん
するかぎり、
さまざまな
資料

批判
20誌
の
号五回目）
を
経た
結果、
若干の
記憶違い
などが
あるにせ

よ、
資料価値の
高い、
き
わめて
リア
リティ
ーに
富んだ記録だと
考え

られる。
一
九七四年二
月七日、
ニュ
ーヨ
ーク発日
時事需によると、

フルシ
チョ
フの
回想録はフルシ
チョ
フ
自身の口
述テlプに基づ
くも

ので、
フア1プの
声紋がフルシ
チョ
フ
自
身
の
もので
ある乙
とが
専門

家に
よっ
て
証明された」
とい
う。
王
明の
回
想
録（口ohBE
E民
S

ロ宮追認B28
沼恒白
戸8・
母国同『中
国共産
党の
半世紀と
毛
沢
東の
背

信』）
など、
中ソ
対立
下の
今日、
ソ
連
側が
最近意
欲
的
に
刊行しはじ

め
ている諸
資料にかんして
も、
そ
れ
らが
中ソ
対立下の
現時点で
発刊

された
もので
あると
とを計量して
用い
るならば、
やはり重要な
資料

と
しての
意味をもっ乙
とはい
うまで
もない。

高

闘

事

件

の

今

日

的

意

味

一
九五五
年三
月三一
日に
中国共産党全
国代表会
議
を
通
過
し
た

（1）
 

「高閥・
鶴激石の
反党連盟にかんする
決議」
は、
高閥、
鏡激石ら

の
党首脳が党中央に
反逆し、
東北地区を「独立王国た
らしめよ
う

とした」
その
罪状を激しくあばきたてた。
「彼らは、
当面
の
階
級

闘争の
特殊な環境のなかで、
党内に
生まれた、
党と
国家の
指導権

の
裳奪を企
図する、
まっ
たく無原則的な陰謀集団で
ある」
と
非難

して、
い
わゆる
高闘事件（正し
くは
高尚・
儀激石事件とい
うべ
き

で
あるが、
乙乙では以下、
高同事件と略述する）
の深刻な内面を

暗示したので
ある。
同時に、
中央人民政府副主席として
建国後の

中国の
最高指導層の一
翼をになっ
てきた
高闘の
「自殺」
とい
う衝

撃的なグ事実d
が、
「高闘は党にたい
して
頭を下げ罪を認
め
な
か

っ
たばかりか、
かえっ
て
自殺するこ
とによっ
て
党にたい
する最後

の
反逆の意
志を表示した」
とい
う表現で公表され、
内外に
波紋を

投じたので
あっ
た。
こ
のよ
うな高間事件は、
中華人民共和
国にお

ける最初の
党内闘争ない
しは
中共党史上最初に
表出した粛清事件

として
記憶されてきたが、
もとよ
り、
事件の全
容はヴェ
ール
に
包

まれたまま
数多くの
謎を残してきたので
あっ
た。

だが、
中ソ
対立の
隠された歴史的航跡が、
われわれ自身のζ
れ

までの
検討によっ
て
も徐々
に
明らかになり、
中ソ
対立の
真実に
迫

る
多くの
状況証拠や、
い
くつ
かの
未公開資料が出現したこ
とによ
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事件の
輪郭はしだいに
明確になっ
てきた。
すなわち、
高闘

事件は、
それが東北を舞台としていた乙
と、
しかも毛沢東自身の

言葉によっ
て
も、
当時の
東北は、
新彊とともに、
ソ
連
支
配
下
の

（
2
｝
 

「二
つのグ植民地乙
で
あっ
たこ
とか’りして、
党中央とは独自にス

ター
リン
と交渉をもっ
てい
た
高闘と、
スター
リン
ない
しはソ
連の

党・
政府との
特殊な関係が従来から注目されてはい
たので
あるが、

最近にいたっ
て、
高闘事件の
背景をなした
中ソ
関係とこ
の
事件と

の
関連を強く印象づ
けるい
くつ
かの
材料がではじめ、
乙
うして
高

樹事件は、
中ソ
対立の
現況か2りして
も、
きわめて
今日
的な意味を

帯びて
再検討を迫られるにいたっ
たので
ある。

（
3
）
 

そこで、
まず第一
には、
乙
れまでのわれわれの
研究からも明ら

かなよ
うに、
東北がモンゴル、
新彊などとともに、
中ソの
利害対

立の磁場で
あり、
勢力角逐の
舞台で
あっ
たこ
とからして、
東北と

い
うその
舞台を「独立王
国」
化しよ
うとした
高闘事件も、
背景と

しての
東北をめぐる
中ソ
抗
争とい
う当時の
国際環境と
無関係では

ありえないで
あろうとい
う問題が
設定できる。

第二には、
今日の
中国では、
周知のとおり
高
閥、
儀
激
石
ら
を

「反党・
反革命分子」
として
激しく糾弾してい
るが、
ソ
連やモン

ゴル
人民共和
国では、
とくに
最近、
彼らを「国際主義者」
として

高く評価してい
るこ
とで
ある。
乙こに
も高闘事件の
今日
的な意
味

があろう。
第三には、
最近の
毛沢東非公開文献やフルシ
チョ
フの
回想録な

どによっ
て、
数多くの
状況証拠に
新たな照明が与えられ、
事件の

っ
て、

背景と輪郭がよ
り鮮明になっ
たζ
とで
ある。
たとえば毛沢東は、

「スターリン
は
高闘を
大変ほめあげて、
わざわざ車を一
台贈っ
た

し、
高闘は
毎年かかさ
ず『八・一
五』
にはス
ター
リンに
祝賀電報

（
4
｝
 

を打っ
た
ものだ」
などと語っ
ており、
フルシ
チョ
フは、
「中国共

産党内の
雰囲気に
関する
情報の
多くは、
高尚からわれわれに
もた

らされた。
当時彼は
中共政治局の
代表者で
あると同時に、
満州の

代表者で
あっ
たが、
満州で
彼はわが代表たちと
親
密
な
関
係
に
あ

（
5
｝
 

っ
た」
と回想してい
る。

とこ
ろで、
右のよ
うな
背景をもっ
高岡事件についての
今日の
国

際的評価について、
こと
でふれておこ
う。

い
うまで
もなく中国共産党は、
先の
「高岡・
儀激石の
反党連盟

にかんする
決議」
以
来、
一
貫して
高樹、
鏡激石
ら
を
激し
く非難

しており、
と
の
事件を建国後最初の
「階級闘争」、
「第一
回目の
大

闘争」
だと位置づ
けてい
る。
事件を討議した
党全
国代表会議（一

九五五
年三
月）
で
コ局闘・
鏡激石の
反党連盟に
かんする
報告」
を

行なうなど
高樹事件の
摘発と処理に
主役を
演じた郵小平は、
一
九

四五
年の
中国共産党七全
大会以
来一一
年ぶ
りに
聞かれた翌五
六年

九月の
中国共産党八全
大会の「党規約改正についての
報告」
で、

「第七回大会から第八回大会までの
あいだの、
もっ
とも重大な党

（
6
）
 

内闘争は
高閥・
儀激石の
反党同盟にたい
する
闘争でした」
と述べ

ていたが、
やがて、
一
九五
九年に
彰徳懐らが失脚すると、
彰徳懐

事件と
高山岡事件との
関連が指摘され、
ついで
文化大革命以降は、

高閥、
彰徳懐、
劉少奇らがつ
ねに一
線で
結ぼれて
糾弾されるにい
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たっ
たのである。

一
九五
九年八月一
六日
付の
中国共産党第八期八中全
会「彰徳懐

を頭とする反党集団にかんする
決議（摘要ご
によると、
彰徳懐、

黄克誠、
張間天、
周小舟らい
わゆる
彰徳懐グル
ー
プ
の
活
動
は、

「高闘・
鏡激石反党連盟事件の
延長であり、
発展で
ある。
現在す

でに
明らかにされたとと
ろによると、
彰徳懐と
黄克誠ははやくか

ら高間と反党連盟を結び、
しかも、
乙の連盟の重（
耳なメンバ
ーで

あっ
た。
張聞天も一両闘のセ
クト
活動に
参加していた」
とい
うと
と

（8） 

になっ
てい
る。

やがて、
文化大革命が高揖しよ
うと
する
直前に
迎えた
中国共産

党創立四五
周年記念の
『人民日
報』
社説「毛沢東思想万歳」
は、

「建国後十六年
来、
毛沢東同志をはじめとする党
中
央
の
マ
ル
ク

ス・
レ
lニ
ン
主義的指導部は、
反党修正主義グル
ープと三
固に
わ

たる
大きな
闘争をすすめてきた。
第一
回目の
大きな
闘争は、
高閥、

鏡激石の
反党連盟との
闘争である。
：：：毛沢東同志をはじめとす

る党中央は、
こ
れらの
反革命分子と断固とした
闘争をすすめた。

一
九五
四年の
党の
七期四中全
会と一
九五五
年の
党の
代表者会議で、

こ
の
反党連盟は
徹底的に
暴露され、
粉砕され
た」
と述べ
ていた。

一
九六九年四月の
中国共産党九全
大会では、
政治報告を行なっ

た
林彪が、
「中国共産党の
歴史は、
ほかでもなく、
毛主席
の
マ
ル

クス・
レ
lニ
ン
主義路線と、
党内の
右翼と『左』
翼の日和見主義

路線との
闘争の
歴史である。
毛主席の
指導の
もとに、
わが党は、

陳独秀の右翼日和見主義路線に
うちかち、
寝秋白、
李立三の
『左』

翼日和見主義路線に
うちかち、
王
明の、
初めは
『左』
翼、
後は右

翼の日
和見主義路線に
うちかち、
張国煮の
赤軍を分裂させる路線

に
うちかち、
彰徳懐、
高閥、
鏡激石らの
右翼日和見主義の
反党連

盟に
うちかち、
さらに
長期に
わたる
闘争を経て、
劉少奇の
反革命

（叩）

修正主義路線を粉砕した」
と強調した。

ついで一
九七一
年七月の
中国共産党創立五
O
周
年
記
念
に
は、

『人民日
報』・『紅旗』・『解放軍報』
三
誌紙共同
社説「中国共産党

五
O周年を記念する」
が、
半世紀の
党内闘争史
を
顧
み
な
が
ら、

毛・
林体制をたたえっ
て
「社会主義革命は、
資本主義を
葬
る
闘

争であり、
全
国の
勤労人民から歓呼されたが、
劉少奇一
味の
狂気

じみた
破壊をも受けた。
彰徳懐、
高閥、
韓激石らは反党連盟を結

んで
中央を分裂させ、
プロレ
タリア
階級独裁をくつ
がえそうとし

間一
として、
劉少奇との
関連を強調したのである。

こ
のよ
うな経緯のの
ちに一
九七一
年九月、
林彪異変が生じたの

であるが、
林彪を徹底的に
断罪した七三
年八月の
中国共産党一
O

全大会では、
政治報告を行なっ
た周思
来が、
「林彪反
党
集
団」
を

激し
く非難しつつ、
「党内の二つ
の
路線の
闘争は長期
に
わ
たっ
て

存在し、
こ
れから先も十回、
二
十回、
三
十回と起るであろうし、

林彪のよ
うな人物があらわれい2王
明、
劉少奇、
彰徳懐、
高闘のよ

うな人物があらわれるであ
ろ
引」
と語っ
たのであっ
た。

以上のよ
うに、
きわめて
印象深い
曲折を経ながらも、
中国共産

党内において、
高尚らは一
貫して
激し
く糾弾されてきたのであっ

た。

高商事件と中ソ関係63 



一
方、
と
のよ
うな
中国内部での
評価にたい
して、
ソ
連の
側は、

中ソ
対立の
激化とともに、
高同事件につ
いて
も積極的に
言及しは

じめ、
むしろ高闘の立場を大胆に
擁護してい
る。

乙ζ
では、
ソ
連側の評価を端的に
示してい
ると思われるソ
連の

学者の
見解をみてみよう。

中ソ
関係史に
詳しい
オ・
ベ・
ボリ
ソ
フ
は、
「革命基地（満州を

指す
ll引用者）
の
決定的戦闘へ
の全
面的準備を保証したソ
連邦

の意義と役割りは、
イン
タナショ
ナル
派の
共産党員、
とくに
満州

の
党組織の
党員が乙
れをよ
く理
解していた。
と
のためにζそ、
数

多くのキャンペ
ーンにおいて
毛沢東とその一
派は
満州において
党

と戦闘の
試練を経たイン
タナショ
ナル
派の
共産党員の
大部分を弾

圧したので
ある」
と述べ、
明らかに
高溺らを高く評価してい
る。

ソ
連科学アカデミー
極東研究所のウェ・
イ・
グル
1ニン
は、
高

商事件についてしばしば論じているが、
「毛沢東一
派は、
『高欄・

鏡激石事件』
のデッ
チ上
げによっ
て、
党内の
プロレ
タリア
国際主

義勢力の
影響力を食い
止め、
党幹部を脅しつ
け、
それによっ
て
党

の
総路線を再検討し、
毛一
派『独特の』
発展の道へ
中国を向かわ

（M）
 

せるための
政治的・
組織的前提条件を準備しようとした」
と述べ、

ボリソフ
同様、
高岡らを
国際主義者として位置づ
けてい
る。
グル

！ニ
シ
はまた、
「この
事件は、
毛沢東派が党内の
健全な
国
際
主
義

勢力に
攻撃を加えた最初の
大規模な
政治行動であっ
た」
と述べ、

高闘その人について
も、
「一角闘は
東北で献身的に
活動して
い
た
ソ

連の
政治、
経済、
軍事、
技術の
専門家たちと
密接に
協力した。
高

聞は
高い
地位を保持しつつ、
科学的
社会主義建設のため、
中ソ
友

（時）

好関係の
強化のための
積極的活動に
直接参加した」
と追想して、

先のフルシ
チョ
フの
回想を
裏づ
けるとともに、
乙
うして
高闘をた

たえて、
中ソ
関係史のなかでの
高尚の
位置を
暗示
し
て
い
る
の
で

本Wヲ匂。
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中共中央からは反党分子として
激し
く非難される
高闘を「国際

主義者」
だと評価する
見方は、
モンゴ
ル
人民共和国からも提起さ

れてい
る。
内モンゴ
ル
を中国が自己の
版図に
加えて
支配してい
る

とするモンゴ
ル
人たちは、
高闘がかつ
て一
九四八年八月三自に
内

モンゴ
ルの
党活動にかんして
行なっ
た
演説「内モンゴ
ル
解放の道

（日目｝

と党の
民族政策」
にしばしば
言及する。
モンゴ
ル
側は、
高闘がこ

の
演説のなかで「内モンゴ
ル
の
単一
の
自治政府の
形成」
にふれて、

中国共産党主導型の
内モンゴ
ル
統治とは
異なっ
た
方向を示唆した

ものと評価し、
こ
うした
高闘の
姿勢に
もかかわらず、
「し
ば
ら
く

すると、
中国共産党内で
支配的地位を占めるにいたっ
た毛沢東ら

の
小ブルジョ
ア
的民族主義派」
が、
「真の
国際主義者」
としての
高

｛

げ
）

闘を打倒したとみなしてい
る。

以上にみてきたよ
うな
高閲らにたい
するさまざまな評価を今日

の
中ソ
関係に
照らしてみたとき、
高闘事件の
今日
的な意
味はさら

に
明白に
浮彫りされるとい
えよう。

（1）
中園共産策会闘代表舎議「閥於高樹、
儀激石反
熊聯盟的決議」

ご
九五五
年三
月三
十一
日通
過）、
『人
民日
報』
一
九五五
年四
月五日。



（2）
毛
沢
東は一
九五
O年初頭の
中ソ
友
好同盟条約
交渉に
言
及した際、

「
まだ二つ
の
グ
植民地d
すなわ
ち
東北と新彊が
残っ
てお
り、
第三
国

人がそと
に
居住する乙
とは
許されてい
なかっ
たが、
現在はな
くなっ

た」
と
述べ
ている。
毛沢東「在成都
会議上的講話」（一
九五
八
年三

月）、
『毛海東思怨鳶歳』（一
九六九年八
月）。
邦訳、
東
京大学近
代中

国史研究会訳『
毛沢東思想
万歳』（上）、
三一
書房一、
一
九七四年、
二

二
三ペ
ージ。

（3）
前掲報
告、
「中ソ
対立の
歴史的
構
造
｜｜アジアの
冷戦と
中
ソ
関

係
ご
九四八
｜五八
年）

｜｜」、
参照。

（4）
毛沢東、
前掲「在成都
会議上的講話」。
邦訳、
前掲書、
二
二
二

ペ
iジ。

（5）
ω可oro
斗曲503（可
自邑－
hr
oL・）・
N門F、SF町、NS
河内2
3HFA川3～

同－r
トEH
叫32E23P
E
EP
回H04司国
待
。。・H
SP
司－Nぉ・
邦訳、

佐藤亮一
訳『フル
シ
チョ
フ
最
後の
遺言』（上）、
河出
書房新社、
一
九

七五
年、
二
五
五ペ
ージ。

（6）
郊小平「
品李丸子修改覚的
章程的被
告」（一
九五
六年九月
十
六
日

在中国共
子党
第八次全国代表大会上）、
『中国共F党章程
｜｜美子
修

改
覚的章程的
扱告』、
北
京、
人
民出版
社、
一
九
五
六
年、
五五
頁。
邦

訳、
『中国共立「党第八
回全国
代表
大
会
文献集』
第一
巻、
北京、
外文

出
版社、
一
九五
六
年、
二
五四ペ
ージ。

（7）
「中国共F党八
届八
中全会
美子以
彰徳
杯方首的反党集
団
的
決
淡

（摘要）」（一
九五
九年八
月十六日）、『人
民日
報』
一
九六七年八
月一
六

日。
こ
のよ
うに、
乙
の決
議の
「摘要」（
抜
翠）
が
公表されたの
は、

決議から八
年後の
文化大革命高揚
期に
おいてで
あっ
た。

（8）
彰徳懐らと一角闘らとの
結合が
具体的にどの
よ
うな
もので
あっ
た

の
かは
明白ではない
が、
文化
大革命
期にあらわれた紅衛
兵資料に
よ

る
と、
「抗
米援朝の
勝利
後、
裏切り
者の
彰は、
『抗
米援朝の
功績は二

人の
あばたに
帰せ
られる』、
半
分は高あばた
（高闘）、
半分は
後勤の

洪あばた
（洪
学智）
だなどとデタ
ラメ
をいっ
た
〈洪
学智は
彰徳
懐事

件に
連座して
失脚した人
民解放軍
総後
動部部長で
中共中央委員
候祷

で
あっ
た
ll引用
者V。
一
九五一
年、
裏切り
者の
彰は、
高
総参謀部

長と
総参謀部の
工
作K
非常に
不満で、
彼は
中央と
主席が
高闘を
総参

謀
部で工
作させ
るよ
う人づてに
要求した」（清
華大学井
関
山兵団『打

倒大陰謀
家、
大
野心家、
大軍閥
彰徳
懐八
彰徳
慎材料
実編〉』
八一
九

六七
年一一
月V、
丁望
主一編
『中共文
化大
革命
資料集一編』
第三
巻〈
彰

徳懐問題専輯V、
香港、
明報月
刊社、
一

九六九年、
所
収）
とい
われ

てい
る。

（9）
『人民日
報』
一
九
六六
年七月一
目。

（叩）
林
彪「在中国共戸
党
第九次全国
代表大会上
的
娘
告」（一
九六九

年四月一
日
扱
告、
四月
十四日
通迂）、
『人民日
報』
一
九六九年四
月二

八日。
邦訳、
『北京
周報』
一
九六九年第一一
二
号。

（日）
『人
民日
報』
一
九七
一
年七
月
一
目。

（ロ）
周
恩来「在中国共
芦党第十次全国
代表大会上
的
扱止己（
一
九七

三
年八
月二
十四日
扱
告、
八
月二
十八日通迂）、
『人民日
報』
一
九七
三

年九月一
日。
邦
訳、
『中国共産党
第十回全国
代表大会文献
策』、
北京、

外文出版社、
一
九七三
年、
一一
ペ
ージ。

（日）
オ・
ベ・
ボ
リソフ
「ソ連
邦と中国
革命の
基地・
満州」、
『極東の

諸
問題』
第五
巻
第一
号（一
九七六
年三
月）。

（日）
ウェ・
イ・
グル
1ニ
ン
「中国
共産党内の二つ
の
路線闘争」、
『極

東の
諸問題』第
三
巻
第四
号（一
九七四年一一一
月
）。

（日）
ウェ・
イ・
グル
1ニ
ン
「高鴎・
儀激石事件の
真相」、
『週
刊中国

事
情研究』
一
九七
四年三
月一
八日
号。

（日）
高樹
「内蒙解放
道路
和黛的民族政策
｜｜在
内蒙
幹
部
会
議
上
的

講話」（一
九四八
年八
月三日）、
『東北日
報』一
九四八
年一
二
月一
二日

（『牽
衆』
第二
巻
第四八
期）。
邦訳、
日
本国際問題研究
所・
中
国
部
会

一編
『新中国
資料集成』
第二
巻、
日
本国際
問題研究所、
一
九六四年、

二
五
01二
六三ペ
ージ。
高備は、
乙
の
演説の
なかで
正確に
は「全国

解放後に
おいて
は、
自
由意士山と民主主義の
原則に
基づいて、
中国国
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内の
各民族によ
り、
『中華民主
共和国連邦』（毛主
席『連合政府論』）

が組
織さ
れる。
内モンゴル
自治
政府はと
の
連邦の
国境内部に
おける

主要な
構成部分となるで
あろ
う」
と
述べ、
毛沢
東『連
合政府論』
の

当
時の
見解を
借りて
連邦制の
なかでの
内モンゴル
自治
政府を位置づ

けてい
た。
なお、
高出闘は、
乙
の
演説で
しばしばソ
連と外モンゴ
ルの

内モンゴル
にたい
する
支援に
言及しているが、
乙
の
演説は
よ品関式

の
国際主義8
の
演説としても
注目された
とい
う。
当時、
ス
ター
リン

とコ
ミン
フォルム
がユ
lゴス
ラヴィ
アの
チトーを民族主
義者として

激し
く批
判していたが、
その
批判はまた
毛沢東に
も
向けられるべ
き

性
質の
もので
あっ
ただ
けに、
内モンゴルに
たい
するソ
連と
外モンゴ

ル
の
支援に
しばしば
言及し、
あた
かもソ
連の
影
響下に
内モンゴル
が

中国から離
脱して
外モ
ンゴル
と一
様の
道を歩むこ
とを
示唆した
かの

よ
うなが高
儲式の
国際主義H
の
立
場が
注
目され、
一
時、
有名な小冊

子『国
際主義と民族主義』
の
なかに
加えられて、
中国共産党員の
必

読文
件の一
つ
になっ
た、
とする
見
方もある（田宣「高、
鏡反黛聯盟

始末」、
史家麟編『中共高、
儀事
件面面観』、
香港、
自由出
版社、
一

九五五
年、
所収）。

（げ）
D・
パ
ザル
ガ
リド
「大
漢的排
外主義と内
蒙
古の
運命」、
『極
東の

諸
問題』
第三
巻第二
号（一
九七四年六月）。

「

反

党

連

盟
」

の

摘

発

と

そ

の

形

成

高商事件が摘発されたのは、
公
式には一
九五
四年二
月の
中国共

（1）
 

産党七期四中全
会前後だとされてい
る。
七期四中全
会は、
五
四年

二
月六日から一
O日まで北
京で
開催されたが、
乙
の
中央委員会総

会は、
「党の
団結の
問題」
を主要な
議題とし、
「党中央政治局と毛

沢東同志の
委託を
受けて」
劉少奇が
中央政治局の
報告を行ない、

全
会一
致で「党の
団結強化に
かんする
決議」
を
採択したのであっ

た。
同決議は「党内の一
部の
幹部は、
：：：
甚だしきは、
自己の
所

管の
地域や
部署を個人の
資産ない
しは独立王
国とみなしてい
る」

と指摘し、
さらに、
「故意に
党の
団結を
破壊して
党と
対
抗
し、
頑

固に
誤りを改めず、
甚だしきは党内でセ
クト
活動、
分裂活動その

他の
危害活動をおと
なうそれらの
分子にたい
しては、
党は必ず無

情な
闘争をお乙
ない、
厳格な制裁を加え、
場合によっ
ては必要な

時期に
彼らを党から駆逐するであろう」
と述べ
て、
事態の
深刻な

側面を
暗示したのである。
こ
の
決議はもともと、
毛沢東が五三
年

一
二
月二
四日の
党中央政治局会議で
行なっ
た「党の
団結強化に
か

んする
決議」
のための
「提案」
に
基づ
くものとされており、
した

がっ
で、
高筒、
儀激石らが行動の
自由を失い、
職務を停止される

など
実際上の
摘発を
受けたのは一
九五
四年初頭であっ
たと推測さ

れてい
る。
つ
まり、
一
九五
四年一
月下旬から二
月初旬の
時期に
高

闘らは
摘発され、
事件は
第二
段階の
粛清の
過程へ
と進んでいっ
た

と思われ、
四中全
会の
決議を経て翌五五
年三
月三一
日に
党全
国代

表会議で
郡小平の主導下に
前記
コ局間・
鏡激石の
反党連盟にかん

（5）
 

する
決議」
が
採択されて、
高闘の
「自殺」
を
含む乙
の
事件の
処理

が公表されるまで、
約一
年間の
審理と猶余の
期聞をおき、
党内の

動揺を防ぎつつ、
と
の
事件は
終結したのであっ
た。

とこ
ろで、
劉少奇が主導した右の
四中全
会に、
毛沢東は欠席し

てい
る。
と
れらの
点についての
分析を含めて、
ソ
連側の
見方には、

やはり注目に
値するものがあるとい
えよ
う。
ウェ・
イ・
グル
lニ
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（6）
 

乙
う述べ
てい
る。

「一
九五
四年二
月の
四中全
会は、
毛の
指示によっ
て
作製された

劉少奇報告をもとにして、一角関と儀激石は
『敵の
手先』
となっ

て
党内に
『分裂と
分派活動をもたらし
多くの
分派集団をつ
くり

だそ
うと試みた』
と
断罪された。
まもなくこの
敵はソ
連を意
味
（7）
 

してい
るこ
とがわかっ
た。
毛一
派は
高簡を
『ソヴェ
トの
手先』

と
呼び、
彼が党の
『分裂』
を策したと
非難した。

ン
は、四中全

会では毛は
手を出さ
ず高闘の
処理は
劉少奇に
委ねる態

度をとっ
た。
だが
劉少奇は毛沢東が望んだよ
うな手荒な処置を

とらず、
四中全
会はたんに
『厳重警呈口』
を発したに
過ぎなかっ

た。一
九五五
年の
中共全
国代表会議では、
『高崩事件』
は
中
央
委

書記の
部小平に
委ねられた。
彼はその
任務を十分に
果たした。

高闘に
政治的死刑を言い
渡したの
も彼であっ
た。
乙のこ
とは
部

のその
後の
政治経歴に
重要な役割りを
課した。
やがて
彼は
中央

委政治局員に五選され、
その
後一
年少しで
中央委総書記に
昇進

した。
『高樹事件』
で
果たした彼の
功績が
『文化
大
革
命』
後の

免罪に
も大きくもの
をいっ
たと
考えられる。」

以上の
叙述は、
高商事件の
リアリティ
ーに
迫る
内容をもち、
こ

の
事件の
概要を
端的に
物語っ
てい
るよ
うに思われる。
また、
後述

するよ
うに、
本
来は毛沢東と
親密な関係に
あっ
たと思われる
高闘

の
摘発を当初は
劉少奇に、
の
ちには
部小平に
委ねざるをえなかっ

た毛沢東の立場や、
文化大革命以後、
高間事件との
関連で
も一
貫

した態度をとらなかっ
たとして、
その「反党修正主義」
を糾弾さ

れるこ
とになっ
た
劉少奇の
四中全
会での
役割などについて、
かな

り的確に
事態の
核心を
突いてい
るよ
うに思われる。

とこ
ろで、
高闘事件が摘発され、
党の
団結強化が
唱えられた
背

景に、
ス
ター
リン
死後のソ
連で
摘発されたベ
リア
事件の
衝
撃とそ

の
影響とが存在していたと思われる乙
とも見落とすべ
きではない

であろう。
すでにソ
連国内で
摘発されたベ
リアにたい
しては、
毛

沢東が五三
年一
二
月二
四日に
党中央政治局会議で
先の
提案を行な

っ
た
同じ日に、
モス
クワの
最高法院はベ
リアを正
式に
断罪したの

であっ
た。

こと
で、
次に
高筒および
儀激石の
個人的な活動歴をみておこ
う。

（8）
 

一
八九二
年に
険西省の
横山に
生まれた
高聞は、
一
九二
七年の
国共

分裂以後、
陳西紅軍の
最高指導者・
劉志丹とともに
陳西省北部で

農民運動を
始め、
の
ちの
紅軍主力の
長征中は、
はやくから隈西省

北部にソヴェ
トを組織し、
陳北の
党と紅軍（紅二
十六軍）
の
基礎

をつ
くっ
たのであっ
た。
こ
うして
高闘は
陳甘寧辺区を中心に
呉起

鎮や互
客室の
根拠地を死守して
長征後の
紅軍を迎え入れるこ
とに

大きな
貢献をなした。
一
九三
六年にモス
クワへ
赴き、
四五
年の
中

共七全大会で党中央委員に
就任した
高山岡は
抗日
戦争後の
国民党軍

との
内戦に
際して
比、
党中央東北局および
西北局の
指導者として

数多くの
功績を残し、
とくに
東北（旧満州）
の
解放工
作を指導し

て
四九年には
中共中央東北局第一
書記、
東北人民政府主席となっ
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た。
中華人民共和
国建国に
際しては、
六名の
中央人民政府副主席

のなかで
朱徳、
劉少奇とともに
中国共産党を代表する三
名の
副主

席の一
人となり、
まもなく党中央東北局第一
書記、
東北行政委員

会主席、
東北軍区司令兼政治委員と、
東北の
党、
政、
軍を一
手に

握ると
ととなり、
中央では人民草命軍事委員会副主席なども兼務

し、
党中央政治局委員に
も就
問、
五二
年一一
月からは
国家計画委

員会主席でもあっ
たのである。
こ
のよ
うな高闘の
当時の
活躍は目

を見張るばか
りであっ
て、
『人民日
報』
はしばしば
高闘の
講
話
や

活動ぶ
りを大きく報道していた。
高簡の
経歴のなかでは、
彼が
隈

北を地盤にした土
着派の
共産主義者であり、
険北の
党と紅軍（紅

二
十六軍）
はもともと党中央にたい
して、
つ
ねに
自主独立的ない

しは反中央的であっ
たとい
われ、
「中央が派遣した幹部や
代
表
と

の
闘争を通じ、
中央の
指示や彼らの
決定を
拒むと
とを通じて、
は

じめて
紅二
十六軍は滅びると
となく、
『逃亡』
ど『流浪』
のなかで

強大になっ（
日」
といわれてきたこ
とに
注目すべ
きであろう。

鏡激石は、
一
九O一
年に
江西省臨川に
生まれ、
上
海大学卒業後、

米、
英、
仏、
ソ
連に
留学したイン
テリ党員であっ
た。
帰国後、
延

安に
入り、
抗日戦争中は
劉少奇の
もとに
華中局の宣伝部長、
新四

軍政治委員などを歴任したのの
ち、
戦後、
東北人民解放軍政治委

員を経て
解放戦争では華東人民解放軍政治委員、
上海解放に
際し

ては陳毅が軍司令であっ
た
第三
野戦軍政治委員をつ
とめ、
建国後

は党中央華東局第一
書記兼華東行政委員会主席に
就任、
一
九五二

年八月、
党中央組織部長を兼務するこ
とになっ
た
党
の
有
力
幹
部

（党中央委員）
であっ
た。
同時に、
高岡主席の
もとで
国家計画委

員会委員で
もあり、
以上の
経歴に
みられるよ
うに、
とくに
華東と

東北に
基盤をもっ
指導者で、
解放後の
上
海では「華東王」
とい
わ

れたともい
う。
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さてと乙
では
次に、
「高尚・
鏡激石の
反党連盟」
がどの
よ
う
な

プロセス
を経て
形成され、
どのよ
うな目的をもっ
ていたのかを
検

討しなければならない。
われわれはまず中国共産党が発表した公

式の
罪状によっ
てこの
点を
顧みてみよ
う。

「高岡・
鶴激石の
一双党連盟に
かんする
決議」
は、
乙
う述べ
てい

ヲhv。
ご
九四九年以
来、
高闘は党と
国家の
指導権奪取を目的とし

て
陰謀活動を進めてきた。
：：：
東北地区を高闘の
独立王
国たら

しめよ
うとした。
高樹が一
九五三
年中央のポス
トに
移されて以

後、
彼の
反党活動は一
段と
狂気じみたものになっ
た。
：：：
極端

にでたらめな一
種の
『理
論』
を鼓吹し、
わが党は二つ
から成り、

一
つ
はい
わゆる
『根拠地と軍隊の
党』
で、
もう一
つ
はい
わゆる

『白区の
党』
であっ
て、
党は
軍隊がつ
くっ
たものであり、
彼こ

そい
わゆる
『根拠地と軍隊の
党』
の
代表者であり、
かつ
当然彼

が主要な権力を掌握すべ
きだと自認し、
かくて、
党中央と政府

はすべ
て
彼の
計画どおりに
改組すべ
きであり、
現時点において

は彼自身が党中央の
総書記あるい
は副主席を担任し、
かつ
国務

院総理を担任すべ
きであるとい
うのである。．

鏡激石は、
高闘の
反党陰謀活動の主要な同盟
者である。．



鏡激石は一
九四三
年から一
九五三
年までの
十年間に、
何回も権

力を奪取するため党内で恥ずべ
きぺ
て
ん手段を行使した。．

一
九五三
年に
彼が
中央のポストに
移されてから後には、
高闘の

中央権力奪取の
活動が成功するであろうと考え、
その
結果、
高

闘と反党の連盟を形成し、
中央組織部長のポストを利用して
中

央の
指導的同志に
反対すると
とを目的とする
闘争を発動し、
党

を
分裂させる
活動を積極的に
すすめた。
：

敵は必然的に
百方手をつ
くしてわが党を破壊しよ
うとしてお

り、
最大の
希望を中国共産党の
分裂と堕落変質に
托してい
る。

：：：
高閲・
激鏡石らの一
派は、
まさにと
うした
情勢の
もとで反

党連盟を
結成し、
党の
中央委員会、
まず第一
K
中央政治局に
進

攻をおこ
ない、
毛沢東同志を首領とする、
長期の
試練を経た党

中央の
指導中枢部を顕覆し、
それを手がかりとして
党と
国家の

指導権奪取を容易にしよ
うとしたのである。・：・彼らの
唯一
の

綱領は、
陰謀的手段をもっ
て
党と
国家の
最高権力を奪取すると

い
う乙
とであっ
た。」

以上のよ
うな経緯は、
中国共産党が公表した公式の
罪状である

とはい
え、
事件の一輪郭をそれなりに
実態的に
伝えてい
るよ
うに
思

われる。
ただ、
ζの
場合、
中国共産党全
国代表会議の「高山岡・
鏡

激石の
反党連盟にかんする
決議」
はこ
うして公表されたけれども、

「中国共産党中央委員会委員の
郡小平同志が
中央委員会を代表し、

高筒、
儀激石の
反党連盟にかんする
報告をおと
なっ
た」
とされて

い
るかんじんの
部小平報告の
内容は、
今日にいたるまでいっ
さい

明らかにされてい
ない。
ζこに
も高同事件の
厚いヴェ
ール
が存在

するが、
解放前に
上海の
民主
諸党派知識人として
活動し、
儀激石

（Mm）
 

の
地盤である上海で陳毅市長（党中央華東局第二
書記、
第一
書記

は儀激石であっ
た）
を中心として
事件の
事後処理が行なわれたと

き、
陳毅が党上海市委員会小会議室で
民主
諸党派代表にたい
して

（げ）

行なっ
た
報告を
聴取した向徳の
手記に
再現されてい
る陳毅報告は、

当時の
状況からして、
省の
郵小平報告の
内容をかなり忠実に
反
映

してい
るものと思われる。
向徳が伝える陳毅報告によれば、
高闘

の
第一
の
罪は、
「以軍制党（軍をもっ
て
党を制すると
に
あっ
たと

され、
高闘は旧軍閥同様に「軍隊第一、
地盤第一」
ばかりを考え、

「自分は
軍人出身だ」
といつ
も主張して、
「軍は党K
属
す
る」
と

い
う原則を大きく逸脱した乙
とであっ
た。
第二の
罪
は、
「党を
分

裂させた」
と
とであり、
毛主席を尊敬せ
ず、
自分がモ
ス
クワで
少

ばしかり学んだ乙
との
あるの
を鼻にかけて、
「自分は
洋
共
だ
が、

毛沢東などのグル
ープは
井陶山の土
共だ」
といっ
て、
党中央にた

てついたとい
う。
第三の
罪は、
「東北の
特殊化と党中央
の
指
導権

の
塞奪を企図した」
乙
とであり、
こ
の
点については、
先の「決議」

と同様のこ
とが報告された。
第四の
罪は、
「名誉を求めて
大
衆
か

らひどく遊離した」
乙
とであり、
高山岡の
側近政治と大衆軽視が批

判されてい
る。
第五の
罪は、
「私生
活の
腐敗と道徳
的
堕
務」
であ

り、
とくに
高闘の
女性関係があばかれて、
「一角闘の
弁公室
の
何
人

かの
女性秘書」
は、
やむな
く「高闘の
外室」
にされてい
たこ
とな

どを陳毅は
暴露してい
る。
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次に、
鏡激石の
第一
の
罪は、
「職権の
濫用と個人
勢力の
拡
大」

に
あっ
たとされ、
い
くつ
かの
具体例が報告されてい
る。
第二の
罪

は、
「敗北主義思想をば
らまいた」
ζ
とで
あり、
新四軍の
政
治
委

員当時以
来、
戦後の
内戦、
朝鮮戦争の
時期を通じ、
鏡激石がい
か

に
蒋介石一
味やアメリカ
帝国主義を恐れていたかが批判された。

第三の
罪は、
「思想のブルジョ
ア
化」
で
あり、
自分自身が
米
国
留

学の
体験をもつ
ので、
「アメリカ
第一」
の
思想K
と
ら
わ
れ、
すベ

てにブルジョ
ア
的で
自分の
娘はい
まもバ
リKゃっ
たままであるこ

となど
も批判された。
そして、
銭激石は、
一
九五三
年に
党中央組

織部長になっ
てから、
党
中央が提起し・た
改造の
機
会をない
がしろ

にし、
逆にその
地位を利用して
高碕と反党連盟を結んだこ
とが糾

弾されたので
あっ
た。

以上の
向徳の
手記によ
る
陳
毅
報
告
は、
の
ちの
彰徳懐事件の
諸

（
臼
）

経緯などに
照らしてみて、
かなりの
リアリティー
をもっ
ており、

したがっ
て
向徳の
手記の
信選性は
高
い
よ
う
に
恩
われ、
先の「決

議」
とともに
検討すれば、
当時の
状況をかなり的確に
把握できよ

v円ノ。「決議」
の
「敵は
必
然的に
百方手をつ
くしてわが党を破壊しよ

うとしており、
最大の
希望を
中国共産党の
分裂と堕落変質に
托し

てい
る」
とい
う表現が示す「敵」
には、
乙
の
場合、
ソ
連が
含まれ

るの
かどうかはさておいて、
高闘が党の
総書記あるいは
副主席の

ポス
トとともに
国務院総理の
地位を
要求したとの「決議」
の
説明

は一
九七一
年九月の
林彪異変以後、
林彪の
「陰謀」
だとされた問

題点と相共通
する内容で
ある乙
とに
気づ
かざるをえない。
もとよ

り高閥、
鏡激石は、
ともに
中国共産党の
首脳で
あっ
たばかりか、

「かつ
中国二
大工
業地帯
｜i東北および
華東における
最高指導者

で
もあっ
た」
がゆえに、
事態は
きわめて
深刻で
あっ
た。

こ
のよ
うに重要な意
味をもっ
た事件が
摘発されて
からは、
四中

全会諸文献の
学習
会議が
各党中央地
方局で
行なわれ、
五
四年六月

κは
六つ
の
大行政区政府が廃止され、
同時に
党中央と同列の
地
方

ビュ
lロ
ーで
ある党中央地
方局も、
その
後数ヵ
月聞に
順次廃止さ

れて、
地
方分権化に
終止
符が打たれたので
ある。
こ
の
過程で、
上

級幹部としては、
張秀山（東北
局第二
書記兼秘書長、
東北人
民政

府監察委員会主任）、
張明遠（東北局第三
書記、
東北
行政委
員
会

副主席）、
陳伯
村（東北
局組織部副部長兼東北人民政府監
察
委
員

会副主任）、
郭峯（東北
局組織部副部長兼東北人民政府人事部長）、

趨徳尊（東北局農村工
作部長）、
馬洪（東北局副
秘
書
長、
国家計

画委員会委員）
の
六名が高闘の
部下として、
潜漢年（上
海市党委

第三
書記兼第一
副市長）、
向明（山
東分局第一
書記兼山東
人
民
政

府第一
副主席）
が鵠激石の
部下としてそれぞれ追放された。
さら

にこの
事件に
連座した
東北
局、
華東局の
中下級幹部の
数は
枚挙に

い
とまがない
ともい
われてい
る。

こ
うして
高崩事件は
処理されたが、
高樹、
儀激石以下、
乙
れら

一
連の
幹部にほば
共通な
特徴は、
彼らがい
わば土着的リーダーで

あり、
毛沢東直系の
党幹部ではなく、
しかも長征に
参加した幹部

で
もないこ
とで
あっ
たとい
えよ
う。
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（1）
前
掲「闘於高閥、
鎌激石反
黛聯盟的決議」。

（2）
「中園共産黛
第七
届中央委員
舎
第四
次
全
髄舎議的公報」、

日
報』
一
九五四年二
月一
八日。

（3）
同右。

（4）
高
闘の
公
式な場面へ
の
最後の
登
場は、
一
九五
四
年一
月二
O日
に

北
京の
懐仁堂で
行なわ
れたレlニ
ン
逝
去三
O周年記念大会で
あっ
た。

なお、
乙
のよ
うな四中全会とその
前後の
状況につ
いて
詳し
くは、
許

冠三
「『高鏡反
黛聯盟』
原委」
八
下V、
『明報月刊』
八
香港V一
九六

六年三
月号、
参照。

（5）
謎の
多い一角
闘の
「自殺」
に
かんして、
中国共産党は公式に
「高

闘は
党にたい
して頭を下げ
罪を
認めなかっ
た
ばかりか、
かえっ
て
自

殺
する乙
とによっ
て
党にたい
する
最後の
反逆の
意
志
を
表
示
し
た」

（
前掲
「高闘・
儀激
石の
反党連盟にかん
する
決議L）
と
発表してい
る。

ζ
の発表にたい
しては、
当然、
さまざ
まな
懐疑や
推測を生んだが、

なかで
も王
明は、
高闘の
「自殺」
につ
い
て、
毛
沢
東が
「彼を殺害

した
後、
その
『自殺』
と
党か
らの
『除名』
とが公
告
さ
れた」
32

注目Fロ

g田市岡曲宍口氏
ヱロ司巾hSERao
冨曲D
Eg・h『EP
甲山uh自巾hvSE

コロ担当
官尽き陣
勾出活習
品目ME－
－honR回P
HU斗町・
2H】－H
81H甲町・
邦訳、

高田
爾郎・
浅野
雄三
訳『王
明回想録
｜中国共産党と
毛
沢
東｜』、
経

済往来社、
一
九七
六年、
二二
五ペ
ージ）
と
見なし、
またフルシ
チョ

フ
も、
「高闘が
自
殺したζ
とに、
私は
大きな
疑問を
持っ
て
い
る。
毛

は恐らく
彼を
絞殺させた
か、
あるい
は
毒
殺した
と恩われる」
といっ

てい
る
（ω可口『巾
叶弘roF
』門』V、宮旬、vnF
S
河内宮内若宮、h一
寸』VAw
hBhh

叫aEH白書
SF
4・
3H－－
－u－
N怠・
邦訳、
前掲書、
二
五六ペ
ージ）。
一
方、

高閥、
儀激石の一
連の
事件につ
い
て、
当時の上
海で陳
毅・
党中央
華

東局
第二
書記（当
時、
上海
市長を
兼任）
の
報告を
直接聴取した
向徳

は、
その
詳細な
手記の
なかで、
党
中央
政治局の
審
問を頑固に
拒否し

た
高
闘は、
会議の
席上、
ピ
ス
トル
を取
り
出
し、
「同志各位がこ
う
も

私を
信任しないの
なら、
皆さんの
前で
私は
自殺してみせてや
る」
と

『人民

言い
放っ
て
自
殺しよ
うとしたが、
危うくかた
わらの
政治局
委員に
阻

止され、
自殺未遂に
終わっ
た、
との
擦毅の
報告を
伝え、
さらに、「党

内から伝えら
れた
消息によると、
高闘は
第一
次自殺未遂のの
ち、
一

九五
六年に
再度の
自殺をはかつ
てつ
いに
死んだ、
とい
う」
と述べ
て

い
る
（
向徳「儀激石的
『罪状』
｜｜『高儀反業同盟』
異相」、
『明報月

刊』
一
九六七年五
月号）。
向徳の
手
記
は、
高闘の
最
後的な
死を一
九

五
六年としてい
る
点で、
中共
中央の
公表とも食い
違っ
てい
るが、一角

闘の
「自殺」
前後の
状況をかなりリアル
に
描
写して
おり、
また、
中

国人の
「自殺」
が、
しばしば
強い
抗
議の
意
志表示で
あると
とからし

て
も、
や
はり高闘は
「殺害」
されたので
はな
く、
「自殺」
し
た
の
で

は
ない
かと
推測しうる
根拠が
多いよ
うに
思われる。

（6）
前掲、
「高闘・
鏡激石事件の
真相」。

（7）
「ソヴェ
トの
手先」
とい
う表現に
関連して想
起され
る
の
は、フ

ル
シ
チョ
フの
次の
よ
うな
回想で
ある。
フルシ
チョ
フ
は、
北
京での
あ

るパ
ーティーに
言及して乙
う述べ
ている。
「そとに
出席して
い
た
多

数の
若者た
ちは
酒に
酔っ
て、
わが
代
表た
ちに
向かっ
て『君
た
ちの
飼

い
犬高闘』
と
怒
りのき一口棄を吐
きはじめた。
ζ
のと
き
高
樹はまだ
中
共

の
政治局の一
員で
あっ
たが、
すでに
危
険
な
状態に
あっ
た」（ggz

斗巳roF
Ngw－SFnvg
hN
SE吉宮、同～
叫ヨど
ド白旬同
叫JSH白書SF。、・円む・・

MM－
EAF
邦訳、
前掲書、
二
五四ペ
ージ）。
なお、
『フルシ
チョ
フ
最後

の
遺
言』
は、
ソ
連で
は解
禁されてい
ない
もので
あるのに、
こ
のよ
う

にソ
連側の
今日の
見解と一
致してい
るこ
とは、
か
えっ
て、
ζ
の
回想

録の
信堀越
性とリア
リティ
ーを
著しく高め、
同時に
資料的価値を高め

る
ものだとい
えよ
う。

（8v
高闘の
生
年につ
いては、
ほかに一
八九一
年、
一
九O五
年など
諸

説が
ある。

（9）
毛沢東は
かつ
て、
こ
のよ
う
な
高闘
の功
績
を
高
く評価し、
『毛滞

東選集』
第三
巻
所
収の
「若干の
歴史的な
問題に
かん
する
決議」
に
付

された
中共
中央毛津東選集出
版委員会の
註でも、
朱理
治、
郭洪
濡ら

高尚事件と中ソ関係7 1 



の限北根拠地の
「左」
翼的誤りにたい
し、
「正しい
方針をとり、
際

西省北部の
紅軍と
革命の
根拠地をつ
く
りだしていた
劉志丹、
高
山岡な

どの
同志」
が乙
れを
克服したと
とを
評価し
て
い
る。
「開於若干歴
史

問題的
決議」（一
九四五
年四
月二
十日）、
『毛浮東選集』
第三
巻、
北

京、
人
民出
版社、
一
九五三
年、
一
OOO頁。
邦訳、
三一
書房版、
第

七巻、
九三ペ
ージ。
なお、
こ
の
「若干の
歴史的な
問題にかん
する
決

議」
は、
文化大革命以後の
新しい
『毛沢東選集』
からは削除されて

しまっ
た。

（印）
高闘の
党中央
政治局委員就
任は一
般に一
九五二
年とされている

が、
一
九五
O年六
月の
中共中央
第七
期三
中全会から五三
年一
二
月の

中央
政治局会議までのどの
会議でその
就任が
決定したの
か明らかで

はない。

（U）
許冠三
「『高鏡反黛聯盟』
原委」
八上〉、
『明報月刊』
〈
香
港〉

一
九六六年二
月号。

（臼）
一
九O五
年に
南昌に
生まれたとの
説
もある
（
Q－

Hでどぷ

刊で宮

s
n－。
詰
遣
さH
ah
nF
3
P

C
巴Dロ
如何回
g吋nF
H
g
t
z
F

同ロ
ロ
間
関口口
間切

58）。

（
臼）

司
守
ぷ

司
E

5

D
遺
書
S
誌
のF
S
F

E
い
た
だ
し
一
般
に
は
一

九五三
年から
党中央組織部長に
就任したとされており、
詳
細は明ら

かで
ない。

（は）
前掲「閥於高閥、
鏡激石反黛聯盟
的決議」。

（日）
中園共産黛
中央委員舎「
中園共産黛全園代表舎議
的公報」、
『人

民日
報』
一
九五五
年四
月四日。
邦訳、
大久保泰
『
中国共産党史』

〈
下巻〉、
原書房、
一
九七一
年、
六九
O
六
九一
ペ
ージ。

（凶）
なお、
当時の
上
海市長は、
南京、
上
海解放を
指揮した
第三
野
戦

軍司
令（政治委員は
銭
激石）
で、
の
ちに
中国外交部長と
して
知られ

た
陳
毅で
あり、
際毅は
党中央
華東局
第二
書記
兼上海
市党委
第一
書記

で
あっ
たので、
組織的に
は儀激石の
部下で
あり、
鏡激石と同
時に
摘

発された
溶
漢年（上
海市党委
第三
書記）
の上
司の
地
位に
あっ
た。

（げ）
向徳「『高儀反
黛同盟』
買相」、
『明報月刊』
一
九六七
年
四
月
号

および
前掲「儀激石的『罪
状』
ll『高館反黛同
盟』
真相」。

（凶）
彰徳
懐事件の
諸資料にかんして
は、
さし
あた
り、
丁
望主編、
前

掲書、
参照。

（悶）
前述の
向徳の
手記による
陳毅報
告によれば、
一
九五四年八
月、

第一
期全国人民代表大会が
国家主
席や
国務院総理を選出するに
あた

っ
て、
党中央がと
くに
高闘の
意
見を
求めた
とこ
ろ、
高闘は、「
自分は

ポス
トにたい
して、
どんな意
見を
もっ
者で
もない：：：。
もし
も党中

央が
私に
相談するとい
うの
なら、
率直にい
おう。
私は副主
席兼国務

総理を
担任するよ
う希望するの
みで
ある・：・」
と
答えたとい
う（前

掲「『高儀反
築同盟』
真相」）。
乙
の
経緯が正しい
と
すれば、
一
九五

四
年九月の
中
華人民
共和国憲法公
布に
基づ
く新しい
国家体制の
形
成

陀
あたっ
て、
すでに
同年二
月の
四
中全会前後に
問題が
指摘さ
れてい

た
高間らが右の
人事につ
いてこのよ
うな
発
言をしたこ
とこ
そ、
宣間関

らの
摘発から
粛
清へ
と進んだ決定的な
契機にされたの
か
もし
れない。

（初）
林彪異変の
問題点につ
いて
は、
さし
あたり、
中嶋嶺雄『中国
像

の
検証』
所収
「毛・
林体制の
解
体
！｜グ
林彪異変d
をめ
ぐっ
て
｜｜」

および
「
林彪の
死とその
謎」、
中央公論社、
一
九七二
年、
参照。

（包）
ウェ・
イ・
グル
lニ
ン、
前掲「
高岡・
鏡激石事件の
真相」。
ォ・

ベ・
ボ
リソフもζ
の
点を同様に、
「『高樹・
鏡激石事
件』
の
分析にさ

い
し、
注意をひきつ
けるのは
彼ら二
人と
も中国に
お
ける
最大の工
業

地区
11
満州と
華東（上
海を
含む）
の
党組織を
指導していたと
とで

ある」（
前掲「ソ
連邦と
中国革命の
基地、
満州」）
と述べ
てい
る。

（沼）
こ
のよ
うな
見方につ
い
て
は、
許冠三、
前掲論文〈上V、
参照。

72 

四

事

件

の

H

真

相
d

と

性

格

中国共産党の
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わゆる
路線闘争としての
性格を
有



すると
同時に、
つ
ねに
党最高指導層内部の
権力闘争としての
側面

を内在させてい
る。
高同事件もその
例外ではなかろうが、
乙
の
事

件を指導者聞の
闘争としてみた
場合、
それをどのよ
うに
描くべ
き

かについては
諸説が存在する。

そうしたなかで注目されるのは、
当時、
毛沢東主席に
次ぐ政治

的地位に
あっ
た
劉少奇が、
い
ずれにせよ
高閥、
儀激石の
直接的な

抗
争の
対象であっ
たと
する見方がほぼ共通
的に
存在するこ
とであ

ろう。
乙
の
点は、
前述の
四中全
会で
劉少奇が主役をつ
とめ、
その

公式の
「罪状」
によると
高闘は「党中央の
総書記あるい
は副主席

（1｝
 

を担任し、
かっ
国務院総理を担任
すべ
きである」
と主張したとさ

れてい
ると
とに一不されるよ
うに、
高闘がN0・
2
の
地位を求めた

らしいこ
とからも推測されうる
とこ
ろであり、
「党公表を
額
面
ど

おりに
解釈すれば、
高闘がねらっ
たものは、
党内における
劉少奇

‘
の
地位、
政府内における周恩
来の
地位であっ
たと
い
うこ
と
に
な

（2）
 

る」
とい
えよ
う。

こ
のような
前提の
もとで、
まず第一
に
顕著な見方は、
高閥、
鏡

激石らと
劉少奇および
周思
来の
対立とみるものであり、
たとえば、

事件摘発直後にい
ちはや
く分析を試みたピ
lタ1・
タン
は、一角闘

が「根拠地と
軍隊の
党」
と「白区の
党」
を
対抗させようとしたこ
と

に
注目して、
対象は毛沢東ではなく「白区の
党」
の
代表者、
すな（3）
 

わち劉少奇であり、
局恩
来もその
対象になりえたとみなしてい
る。

『風暴十年』
の
著者で、
かつ
て
中国民主同盟に
属し、
一
九四六年

八月から中華人民共和
国建国直前の
四九年八月まで
最初の
地方政

（4）
 

府として
成立した
東北
行政委員会の
委員でもあっ
た周鯨
文も、
劉

少奇と周恩
来が対象であっ
たとして、
乙
う述べ
て
い
る。
「毛沢東

が長征の
末、
尾羽打ちからし
疲れきっ
た七千余の
紅軍をひきいて、

延安にたどりついたとき、
こ
れを収容して
生きのびさせたのが高

尚である。
彼こ
そ
功臣で
あっ
た。
中共が天下を取ると毛沢東は彼

を
中央人民政府副主席兼東北人民政府主席に
任じたの
は、
昔でい

えば、
まさに
封侯拝相のた
ぐいであっ
た。
だが高閣にしてみれば、

党内では
劉少奇に
牽制され、
行政では周恩
来に
牽制されてい
ると

感じた。
：・・との
闘争で、
彼は
『君側の
好を
清める』
と
唱え、
毛

沢東反対を口にしなかっ
た。
ねらうとと
ろは、
劉少奇と周思
来だ

（5）
 

っ
たのである」。
乙の
点は
『中共の
十大問題』
の
著者、
金
雄
白
も

ほぼ同意見で
あり、
「一角鏡連盟の
目的は、
中共の
指導権
を
懇
い、

劉少奇を攻撃するとと
もに、
さらに
周恩
来に
代っ
て
国務院総理の

地位を要求するこ
とだっ
た。
その
背後の
支持者は、
ソ
連のスター

（6）
 

リン
で
あっ
た」
と述べ
てい
る。
乙のような事情から、
毛沢東の
四

中全
会欠席について
周鯨文は、
「毛沢東は
故意に
故郷
に
帰
り、
そ

（7）
 

乙
で春節を送ると
称して、
傍観者の立場をよ
そおっ
た」
とも語っ

てい
る。
毛沢東の
四中全
会欠席については、
高闘が毛沢東ら長征

の主力部隊を陳北で迎え入れてからの
両者の
「親密な戦友」
とし

（B）
 

ての
関係を指摘する見方もあり、
乙の意見は当然、
劉少奇を事件

の一
方の主役とみなし、
との
事件を
劉少奇の
完全な
勝利に
回帰した

闘争だとみなしてい
る。

こ
の
問題については、
高同事件にかん
する力作を執筆した回宣
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（
9
）
 

が
鋭くうがっ
た見方をしてい
る。
田宣によれば、
「根拠地
と
軍
隊

の
党」
と「白区の
党」
とい
う問題から、
理
論的には
劉少奇と周恩

来が対象になるが、
毛沢東、
劉少奇、
周思
来、
朱徳、
高闘とい
う

当時の
党中央書記処の五人の
書記の
第五位に
あっ
た
高闘にとっ
て、

「周恩
来は
朱徳と同様にどうで
もよい
人物であり、
真の
闘争目標

にはなりえ
ず、
目標は
劉少奇であっ
た」
としながら、
毛沢東も、

表面上無関係をよそおい、
他人にそのよ
うに
思い
込ませながら、

実際には
劉少奇を表面にだしつつ、
こ
の
事件の
摘発に
関与してい

たので
あり、
その毛沢東が四中全
会を休んだのは（当時は「休暇」

と
報ぜ
られた）、
高山岡事件の
国際的
背
景
を
考
慮
し、
「彼〈毛沢東

｜｜引用者〉
自身が
国際的に
衝突するのを避けるためであっ
た」

と推測してい
る。
四中全
会の
劉少奇報告が、
前年一
二
月の
中共中

央政治局会議における毛沢東の
「提案」
に基づ
くものであっ
た乙

とを顧み、
高崩事件の
背景に
あっ
た
中ソ
関係を
今日の
時点で
考え

たとき、
こ
の
見方はきわめて
説得力の
強い
ものだとい
わねばなら

’h、。
JZ吋
shwさて、

以上のよ
うな見方とそのヴァ
リエ
ーショ
ン
Kたい
して、

第二の
見方は、
劉少奇および
部小平との
角逐に
力点をおくもので

ある。
すでに
みたよ
うに、
高樹事件の
処理過
程と、
その
後の
党内

リーダーシッ
プの
推移か’りすれば、
こ
の
見方もきわめて
妥当であ

り、
ソ
連の
見解を代表するウェ・
イ・
グル
lニ
ン
もζのよ
うな見

方である。
グル
iニ
ンの
場合は、
すでに
述べ
たよ
うに、
こ
の
事件

は、
毛沢東が
劉少奇に、
そして
最後的には
部小平に
手を下させた

（
日
）

事件だとい
う基本前提にたっ
てい
る。
さらに、
高商事件につ
いて

詳細な論文を書いてい
る
許冠三
も、
郡小平にたい
する
高闘や
鏡激

石の
不満は、
郵小平が
当時、
憲法起
草委員会、
選挙法起
草委員会、

中央選挙委員会の三つ
の
委員会委員を兼務し、
実際上、
中央選挙

委員会の
事務を主宰していたこ
とに
あっ
たとして、
抗日
戦争や戦

後の
国共内戦を通じ、
部小平は
高樹や鏡激石といつ
もいっ
しょ
だ

っ
た人物だから、
論功行賞で
も郵小平が彼らの上位につ
くべ
きで

（口）

はない
と
高闘らが考えていた
旨を指摘してい
る。

とこ
ろで、
当の毛沢東自身は、
こ
の
事件にかんし、
実際、
どの

よ
うな位置に
あっ
たのであろうか。
乙の
点を知る
材料は
少ない
が、

毛沢東が高崩事件をどのよ
うに
受けとめてい
るかをみる乙
とによ

っ
て、
ある程度の
判断ができよ
う。

非公開文献によると、
毛沢東は、
事件処理
後の一
九五
六年四月、

中央政治局拡大会議でと
の
事件に
言及し、
「四中全会は
聞
くべ
き

であっ
たし、
決議は
大変必要なζ
とであっ
た。
そ
うでなければ、

高闘をもう一
年のさば
らせるこ
とになり、
それは想像するこ
とも

（
ロ
｝

できない
おそるべ
きこ
とであっ
た」
と告白してい
る。
毛沢東にと

っ
て「想
像するこ
ともできない
おそるべ
きζ
と」
が具体的に
何を

意
味するのか、
こ
の
告白だけでは
明らかでないが、
事件にたい
す

る毛沢東の態度を十分に
知るこ
とができよ
う。
やがて一
九五
八年

三
月の
成都会議では、
すでに
引用したよ
うに、
スターリン
と
高闘

の
親密な関係を例示し、「高嗣・
鏡激石事件は、
震度八の
地震」
だ

（臼）

と語っ
てい
る。

一
九五
九年八月の
彰徳懐摘発に
際し、
毛

そして、
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沢東は、「乙
の
党の主要な
構成員が、
もともと
高崩の
陰謀的な反覚

（
M
）
 

集団の重
要メンバ
ーであっ
たこ
とこ
そ、
その
証明の一
つ
である」

と述べ
て、
彰徳懐事件を高同事件と結びつ
けるパ
ターン
を示した

のであっ
た。
両者を結びつ
ける
共通
項が
グ親ソ
派d
とい
うこ
とで

あろうこ
とは疑い
ない。

ともかく、
こ
のよ
うに
みて
くると、
高闘らにとっ
て
直接の
対象

は
劉少奇、
周恩
来もしく怯
郡小平であっ
たにせよ、
毛沢東にとっ

て
高岡摘発は
すでに
不可避の重
要な
課題になっ
ていたよ
うに思わ

（
日
）

れる。以上の
諸状況を、
今日の
時点で
再検討しつつ
総合するならば、

高崩事件は、
党最高指導層のあいだの
権力闘争としては、
背景的

には毛沢東を頂点とし、
劉少奇、
周恩
来、
部小平を擁する党中央

の
党官僚層と
高腐ら地方に
基盤をもっ
てたてこ
もる指導者たちと

の
闘争であり、
直接的に
は、
劉少奇、
部小平がと
の
闘争の
前面に

たっ
たのだとい
えよ
う。
しかも、
こ
の
権力闘争には、
すでに
みた

よ
うに、
高局らの
背後にス
ター
リン
とソ
連共産党が存在するとい

う国際的背景があっ
た。
同時に、
と
の
権力闘争は、
東北と華東の

二
大工
業地域をその
舞台とした
中央と地
方との
闘争であっ
たとい

う性格を帯び、「またその
歴史的要因は、
中共の
伝統的な草命根拠

地政策ない
し地
方ブロッ
ク政策と、
政権確立
後の
中央集権化との

（日）

不可避的な衝突に
あっ
たともい
えよ
う」。
そして
と
く
に、
乙
の
事

件の主要な
舞台が
東北であっ
たこ
とは、
と
の
事件をきめて重大な

ものとし、
かつ
複雑化したのであっ
た。
もとよ
り、
ジョ
ン・
ギツ

チン
グス
も述べ
てい
るよ
うに、
事件の
「本当の理
由」
は、
と
れら

の
諸側面のほか、「中央委内部に
おける個人的ねたみや個人的ライ

バ
ル
関係といっ
た
未知の
要因を加えたとと
ろに
あるのかもしれな

（臼）い」cともかく、
高商事件は以上のよ
うな内容と
性格を
有していたの

（
臼
）

であるが、
では
次に、
当時の
東北を中心とした
権力の
地
方化の
問

題を考えてみよ
う。

（1）
前掲「関於高閥、
鏡激石反
業聯盟的決議」。

（2）
大久保泰、
前掲書、
六八九ペ
ージ。

（
3）

】U
2
2
ω・
出・
叶帥ロ
∞u
R
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d司OH
ω
可
z
m
問－o

E
H
ro
c
E
ロ
20
C
HUU
J「
ro

間同OE
EO
］U
R
mO3．

NUN。守Nmw
sh
。
＼

（UO
音
書
官誌
な
連句
ZDぐ・・
】）
2・
呂町印
（
〈o－－

H
〈”
zo・
s・

（4）
東北行
政委員会（主席・
林楓）
は抗日
戦争勝利
後の一
九四六年

八
月、
中国共産党主導下に
はじめて
樹立さ
れた
地方
政府であり、
四

九年八
月には
東北人民政府（主席・
高間）
へ
と発展した。
やがて一

九五三年
二一
月の
地
方大行政区機構改革によっ
て、
ふ
たたび
東北行

政委員会（主席・
高
尚）
が生まれ、一角崩事件摘発後の一
九五四年
六

月、
地
方大行政区の
行
政機構はつ
いに
廃止された。

（5）
周鯨文『
風
暴十年』、
池田
篤
紀訳、
時事
通
信
社、
一
九五
九年、

六三ペ
ージ。

（6）
金
雄白『
中共の
十大問題』、
本郷
賀一
訳、
時事
通
信
社、
一
九六

三
年、
二
四ペ
ージ。

（7）
周鯨文、
前掲書、
六三ペ
ージ。

（8）
丁天立「
中共黛争的
員相
11分析高閥、
鏡
激
石
『反
黛
聯
盟』

案」、
前掲『中共高、
鏡事
件面面観』
所収。
なお、
台湾の
中
共
党
史

家・
郭華倫は、
限北根拠地内部の
積年の
党内闘争に
詳し
く触れ、
宣同

高尚事件と中ソ関係75 



闘に
たい
する
毛沢
東のかつ
ての
高い
評価に
言及したの
ち、
結局、
高

山岡の
「英雄主義」
が
「唯我独尊の
毛沢東」
と相
容れなかっ
た旨を
強

調している
（郭
華倫『
中共史論』
第三
冊、
台北、
国際関係研究所、

一
九六九年、
＝
二
頁）。

（9）
田宣「高、
銭『反黛聯盟』
始末」、
前掲
『中共高、
結師事件面面

観』
所収。

（叩）
前掲「高
尚・
儀激石事件の
真相」。

（日）
許冠三、
前掲論文八下V。

（ロ）
「在
中央
政治局r大会議上的
講話」（一
九五
六年四月）、
前掲『
毛

浮東
思
想
鳶
歳』
所
収。
邦訳、
前
掲書、
六
二ペ
ージ。

（臼）
「在成都会議上的講話」（一
九五八
年三
月）、
同
右
所
収。
邦訳、

同右、
二ニ二ペ
ージ。

（は）
「一
小批語」（一
九五
九年八
月十日
）、
同右所収。
邦訳、
向右、
四

二
0ペ
ージ。

（日）
その
生涯を通じて一
貫した
親ソ
派で
あり、
ある意
味で
毛沢東の

－プイヴァル
でありつづ
けた王明は、一角樹事件を
次のよ
うな三つ
の
目

的が
複
雑に
からみあっ
た
毛沢東の
陰謀であっ
た
と強く主張している。

第一
の
目的は、
「劉少奇に
代えて
郡小
平を党中央委員会総書
記
K
選

出すると
と」
であり、
毛
沢東は羅栄桓、
羅瑞卿らの
側近にたい
して、

当時、
劉少奇の
総
書記
選出に公
然と
反
対してい
た高闘を
支持するよ

うに
まず仕
向けた。
第二の
目的は、
「
東北の
党・
政・
軍の
全
権
力
を

高
闘から羅
栄桓に
引き渡す乙
と」
で
あり、
毛沢
東は、
高局の
劉少
奇

反
対は党
中央へ
の
反逆だとして
高闘に一
撃を浴びせ、
つい
に
高闘を

「殺害」
したが、一品樹排
除の
真の理
由は、
高闘が
「毛沢東の
基本方

針にさか
らっ
て、
ソ
連との
合作
政
策を本気で
実行した」
からで
あっ

た。
そ
して
第三の
目的は、
鏡激石、
滋
漢年ら、
一
九四0年代に
毛
沢

東が
行なっ
た
「日
本および
在精衛との
同盟による
蒋介石へ
の
対抗」

とい
う民
族的裏切り路線（王
明によ
れば、
毛沢東は
新四軍総
政治部

主任・
儀激石にたい
し、
反蒋介
石の
合作につ
い
て、
日
本および
在精

衛の
代表
者と
交渉するため
儀激石の
名で
代表者を
派遣し、
同
時に日

本軍および
注精衛にたい
する
軍事
行動を
停止するよ
う秘密
指令を発

した、
とい
う）
の
生証人を
すべ
て
消して
しま
うと
とで
あっ
た、
とい

う（∞s
－A5・
ロロ旬田市民曲
穴口穴
玄
口』MESSV2E
hhg
広8・bu『EP

2司・
呂田・
邦
訳、
前掲書、
二
二
四
l
二
二
五ペ
ージ）。

（日）
唐土
洋三
「党の
現勢（中華人
民共和
国の
政治
｜｜中国共産党）」、

アジア
政経
学会一編『
中国
政治経済綜覧
｜｜昭和三
十五
年度版
｜｜』、

一
橋
書房一、
一
九六O年、
一一
三ペ
ージ。

（げ）』OYロ

E
Eロ寝泊
吋ど
知之内
。仁、同炉内
（りと是認
、曲、．
苦hF
一zod〈
JRDHF

。阿向。同門同
CE
2
2q
MMZ
FS2・

HU－N3・
邦訳、
前回
寿夫訳『中共

箪の
役割り』
八
下V、
時事通信
社、
一
九六九年、
一
九一
ペ
ージ。

（四）
なお、
中国
共産
党の
党内闘争に
しばし
ば
大きな意
味をもっ
軍の

役割を、
乙と
では
検討してい
ないが、
先にみた
陳
毅報告が
高
闘の
第

一
の
罪状として
「以軍制党」
を
指摘しているに
もかか
わ
ら
ず、
「結

局、
軍隊は
『高岡』
事件に
かんして
は重要な
（もし
くは
識
別
可
能

な）
役割を演じなかっ
た」（
235惣・”な
子
司
NS
邦訳、
同右、一
九

五ペ
ージ）
と
考えてよいだ
ろ
う。
と
の
点につ
いて
田宣は、
「共産党

権力の
来源は、
まさに
高山間
自身が述べ
ているよ
うに、
一
般に
は『軍

隊がつ
くっ
た
もの』
で
ある。
だが
彼には軍
隊がなかっ
た。
林彪が
部

隊を率いて
入関した
とき、
東
北に
残っ
てい
たの
は、
彼自身の士口黒軍

区の
部隊だ
けであり、
その
軍区
部隊は
地
方的な性格
の
部
隊
で
あっ

た」（田室、
前掲論文）
と述べ
ている。
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五

権

力

の

地

方

化

と

高

間

中国革命は、
周知のよ
うに、
「農村」
から「都市」
を包
囲する
根

拠地革命によっ
て
地
方権力を樹立し、
やがて
中央権力をうちたて



て
ゆくとい
う過程をたどっ
た。
このよ
うな革命の
歴史的経緯は、

中央政権樹立後も、
全
国を大行政区に
分割して
統治するとい
う体．

（1

）
 

制を形成せしめるとこ
ろとなっ
た。
こ
のよ
うな状況のなかで、
高

闘は、
はじめは
陳西を地盤とし、
建国後は
東北を地盤として
出現

した
代表的な土着政治家ない
しは地
方実力者であっ
た。
乙の
点に

注
目した
唐土洋三
氏は、
「彼を最大の地方実力者たらし
め
た
主
た

る
要因は、
東北の
軍事的・
政治的・
経済的立地
条件に
あっ
たとい
え

よ
う。
東北は
第二
次大戦末期にソ
連軍に
占領され、
ソ
速の
直接援

護下に
革命と
建設を推進し得た。
さらに
朝鮮戦争中は
前線におけ

る
中共軍の
直接的な補給基地となっ
た。
また
東北は元
来中国重工

（2）
 

業の
最大基地であっ
た」と
簡潔に
述べ
てい
る。
また
香港の
分析家・

許俊は、
東北の
特殊
性を次の三
点に
要約してい
る。
付解放が比較

的早い
地域であっ
たため土地改革と工
業建設の
面で、
全
体として

先進的な地位にたっ
てい
た。
口ソ
連と隣接し、
しかも中園長春鉄

道と旅順、
大連の
関係で、
ソ
連とはおの
ずからさらに緊密な関係

に
あっ
た。
日工
業が比較的発達し、
経済上一
区域となりうるので、

とくに
中央をたよる必要がなく、
しかも中央の
経済力をささえて

ハ口
氏。
そして、
こ
のよ
うな事情から東北は
必然的に別格的な地位

に
あ
り、
特別な
扱い
を
受けていたのであるが、
「高闘が東
北
の
軍

政を指導するよ
うに
なっ
て
から、
『独立王
国』
の
形
態
が
はっ
きり

（
4
）

、，

現われ始めた」
ょうで
ある。

こ
うした状況のなかで
高闘は、
公式な罪状に
よ
る
と、
「一
九四

（
5
）
 

九年以来、
：：：陰謀活動を進めて
きた」
とい
われてい
る。
だが、

はやくも一
九四八年三
月、
すでに
東北の
指導者に
なっ
てい
た
高闘

は、
内モンゴ
ル
幹部会議での
講話で、
グ高闘式の
国際主義久田宣）

を鼓吹し、
内モンゴ
ル
が
外モンゴ
ル
とともにソ
連の
側に
も向くべ

（
6
）
 

きこ
とを主張したばかりか、
建国直前の翌四九年七
月
に
は、
「中

国東北人
民民主政府代表」
とい
う資格で、
独自の
通
商使節団をみ

ずから引率してモス
クワ
を
訪れ、
東北のみに適用される
「東北と

ソ
連とのあい
だの
相互
商品交換協定」（新華
社一
九四九年
八
月一

（7）
 

日
溶陽電）
をス
ターリン
との
あい
だで
中共中央とは
無関係に
締結

（8）
 

したのであっ
た。

こ
のよ
うな独自性を示していた
高闘は、
四九年九月八日、
東北

幹部会議で
「栄誉は
誰に
属するものか」
と題する講演を行ない、

「東北全党と全人民の
中心
任務は経済建設であり、
他の
すべ
ての

工
作は経済建設をうまくやるために
奉仕するものである」
と述べ、

党内の一
部の
幹部は過
去の
栄誉にばかりしがみついてい
るとい
う

挑発的な意見を表明したの
ちに、
「東北を全
国の工
業基地
に
建
設

するこ
と、
乙
れこ
そわれわれの
偉大で
光栄ある
任務である」
と強

（
9
）
 

調したのである。

高情事件と中ソ関係

このよ
うに
高間指導下の
東北の
建設が着々
と進み、
「ソ
速
か
ら

専門家を招聴したり、
ソ
連へ
留学生を派遣したりするこ
とはすべ

て
事後に
中央に
迫っ
て
追認させ、
ソ
速から輸入するかなりの
機械

商品、
その
見返りに
東北からソ
連へ
輸出する
大豆などは
すべ
て
東

北人
民政府が直接ソ
連と貿易協定を結んだもので
あり、
中央の
対

（
叩
）

外貿易部でさえまっ
た
く知らない」
とい
う状況が一
時存在したよ
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うである。
ζ
うして、
すでに
まっ
しぐらに「独立王
国」
の
強化に

向かいつつ
あるなかで、
四九年一
O月、
中華人民共和
国の
樹立を

迎えたのであるが、
建国後、
毛沢東がみずから代表団長となっ
て

訪ソ
し、
ス
ターリン
との
係争の末とはい
え、
五
O年二
月に
中ソ
友

好同盟相互援助条約が締結されたこ
とは、
高闘にとっ
て
最初の
打

撃であっ
た。
周知のよ
うに、
こ
の
中ソ
友好同盟
条約の
締結によ
り、

中ソの一
枚岩的団結がしきりに
強調され、
中国の
側
で
も
ソ
連
讃

美のキャンペ
ーン
がさらに
進められた乙
とは、
ス
ターリン
の
高闘

へ
の
支持がグ公開の
ものから秘密の
ものへ
と転化d
せざるをえな

くなっ
た乙
とによっ
て、
高聞には
状況はしだいに
有利ではなくな

りつつ
あっ
た。
こ
のよ
うな状況のなかで五
O年六月、
朝鮮戦争が

勃発したので
ある。
ζの
抗米援朝戦争は
東北を基地として
遂行さ

れ、
東北はその
直接の
後方となっ
た。
そのこ
とは、
高闘の
独立自

主の
風潮をさらに
促進し、
国営企
業にたいして
も高簡が統一
的な

（
江
）

指導を行な
うようになっ
たので
あっ
た。
このよ
うな状況に
対処す

るため、
毛沢東は、
はやくも一
九五
O年末、
第一
に、
その
腹心の

部隊を大量に
東北へ
導入し、
「一
面で
『援朝』
の
基
地
とし、
他面

（
ロ
）

では
高闘の
軍事力へ
の圧迫作用を起した」
ともい
われてい
る。

第こに
は、
党の
問題として、
東北の
党の
組織と
財政面を従来か

ら主管していた党政治局委員の
陳雲、
東北人民政府第一
副主席の

李富春、
李富春と関係の深い
林楓・
同副主席らの
幹部を通じ、
き

（悶）

わめて
強固な
高山岡の
人的・
組織的基盤をゆるがし、
高闘を
東北の

（
M
）
 

党・
軍・
政の三
方面から浮かせようとしたのであっ
た。

第三には、
高闘の
力が北朝鮮との
諸関係に
まで
及ばぬよ
うに、

林彪の
第四野戦軍の
系統を用いて
高闘を抑え、
一
九五二
年下半期

には、
吉林軍区司令員として
高闘と
関係の
深かっ
た
侃志亮・
駐北

朝鮮中国大伎が
突然失践するにいたっ
たのであっ
た。

一
九五二
年になると毛沢東は、
中国本土と
共通
で
は
な
かっ
た

「東北
幣」
を廃して
人民幣で
統一
し、
八月には地
方の
行政を統一

するとい
うスロ
ーガン
の
もとに
「東北人民政府」
を廃止し、
同年

一一
月には
六大行政区も廃止されたが、
と
れらの
措置は、
おもに

一角筒らの
東北を対象にしたものであっ
たとも思われる。
こ
うして

東北の
「独立王
国」
は
重大な転機を迎え、
高山岡は
右の
決定をみた

中央人民政府委員会第一
九次会議で、
中央人
民政府国家計画委員

会主
任に
任命されたのである。
許冠三
も指摘するよ
うに、
乙
の人

（口｝

事が「高闘を彼の
『独立王
国』
から引き離すためであっ
た」
こ
と

は
明らかであろうが、
乙
うして
高簡が
中央政府の
国家計画委員会

主任に
任命されたこ
とによっ
て
事件は
新しい
段階へ
とはい
り、
そ

の
舞台の
中心は
溶腸から北
京へ
と
移っ
ていっ
たのである。
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（1）
一
九四九年一
二
月一
六日
付「大行政直人民政府
委
員
会
組
織
通

則」（『人
民日
報』
一
九四九年一
二
月一
九日）
によっ
て
全
国が六つ
の

大行政区に
分
割された。

（2）
唐土
洋三、
前掲論文。

（3）
許俊
コ品闘事
件研究」、
前掲『中共一局、
儀事
件面面積』
所収。

（4）
金雄白、
前掲書、
二
四ペ
ージ。

（5）
前掲「閥於高閥、
後激石反撲聯盟的決議」。



（6）
ニの
注（日）、
参照。

（7）
許俊、
前掲論文による。

（8）
乙
の
貿易協定は一
年の
協定で、
ソ
速の
最初の
公開の
援助を意
味

し、
ソ
連は工
業設備、
自動車、
石油、
綿製品、
紙類、
医療器材、
薬品

などを
東北人民政府に
供
給すると
とに
なっ
たが、
との
協定は公
式に

は
発
表されず、
この
協定につ
い
ての
『東北日
報』
社
説が四九
年八
月

九日
付『人
民日
報』
に転載されたに
すぎない（『東北日
報』
社論「封

中関人
民的
民正友誼
｜慶祝
東北輿蘇聯一
年貿易協定」）。
ソ
連
側は七

月三一
日
付『イズベ
ス
チヤ』
が協定内
容を報道した（2穴
∞83qo

g
胃
g
B
云白田
E
Eさ国囲内
ののの
1・《XS2→
5y
ωゲ
戸
H
E斗・
邦
訳、

「
東北とソ
連との
聞の
貿易協定締結に
関する
報道」、
前掲『
新中国
資

料集成』
第二
巻所収）。
なお、
その
後の
毛沢東・
ス
ター
リン
会談の
結

果、
中ソ
両国聞に正
式な貿易協定
ご
九五O年四
月一
九日
調印）
が

で
きて
からは、
ス
ター
リン
が
単独に
東北を
援助する
従
来の
方
針は
改

められ、
「
先に
高岡と
協定調印した
援助
計
画の
各項目を
中共に
対す

る
援助の
総項目中に
編入した」（外
務省
ア
ジ
ア
局中国課『中・
ソ関

係の
発
展八一
九四九
｜一
九五八年〉』、
一
九五
八年八
月）
とい
う。

（9）
高閲「祭血管是属於誰的？
｜｜一
九四九年九月八日
在東北
幹部舎

議上的講演」、
『墜習』
第一
輯、
香港大公報社出版、
所収。
なお、
先

の
向徳の
手記によると、
陳
毅は
高闘のとの
講話をとりあげて
激しく

批判している（
向徳、
前掲「『高鏡反
黛同盟』
質相」）。

（刊）
向徳、
同
右論文による
陳毅の
報告。

（U）
「高
尚同志在東北局城
市工
作
会議上的総結」、
『東
北
日
報』
一
九

五一
年六月二五日、
参照八
許俊、
前掲論文〉。

（臼）
田室、
前掲論文。

（日）
高闘は
東北に
張明遠らの
側近を
「四
大天王」
として
配置し、
強

固な人的・
組織的基盤を形成してい
たとい
われてい
る（
向徳、
前掲

「『一角儀反
黛同盟』
異相」、
ほ
か
参照）。
鄭竹園はこの
点にかんし、
こ

う述べ
ている。
「一
九四九
年東北人民政府成立当
時、
主
席
は
高岡、

副主席は
李富春、
林楓、
高山宗民の三
人で、
張秀山・
張明遠・
陵伯村

の三
人は
東北人
民監察委員会の
正・
副主任にすぎなかっ
た。
一
九五

一
年一
月二
十三日、
東北人民政府委員会が東北行
政
委員会に
改組後、

高闘の
措置で、
張
明遠は
東北行
政委員会一副主席兼秘書長に
昇進、
同

時に
中共東北局
第三
書記に
就任し、
東北の
実力
者の一
人にのし
上っ

た。
また
組徳尊は
中共東北局農村工
作部長
兼黒竜江人
民政府主席に、

陳伯村は
東北行
政
委員
会人事部長に、
郭蜂は遼寧省党委書記に
昇進、

全
東北の
党、
政の
実権は
高
同派の
手の
うちにはいっ
た。
高闘が
東北

を根拠地と
して、
党内第二の
領袖の
地位をか
ちとる意
図であっ
たこ

とがはっ
き
りみて
とれる」（鄭竹園『大陸局勢与
中共前途』、
香港、

自由出版社、
一
九五
九年。
邦訳、
江南香訳『中国共産党の
十
年』、

日
本外
政学会、
一
九五
九年、
三
七ペ
ージ）。

（H）
団畳、
前掲論文。

（日）
同右。

（m）
一
九五二
年一一
月一
五日
付「
中央人
民政府関於改媛大行
政直人

民政府（軍政委員舎）
機構輿任
務的決定」（『人民日
報』一
九五二
年一

一
月一
七日）。

（げ）
許冠三、
前掲論文八下V。

（国）
高闘の
北
京移動につ
いては、
「高闘は新しい
任地の
北京
に
赴
く

ζ
とを承知しなかっ
た。
だが一
九五三
年スター
リン
が
他界したので

：：
高闘は後楯を失い、
つ
いに一
九五三
年七
月北
京に
赴いて
国家計

画委員会主
席の
職務に
つ
い
た」（金雄白、
前掲書、
二
四ペ
ージ）
と

の
見
方が
注目さ
れよう。

高問事件と中ソ関係
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ソ

連

に

と

っ

て

の

東

北

前節でみたよ
うに、
高闘にとっ
て
東北は、
彼の
政治的成長の
地
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盤で
あり、
資産であっ
た。
と
のよ
うな
東北を中国の工
業基地、
経

済建設セン
ターにしよ
うとする
高闘の意
欲はなみなみな
らぬ
もの

で
あ
川、
以後このよ
うな主張は、
ソ
連の
援助による重工
業中心の

第一
次五ヵ
年計画の
重点基地こ
そ
東北であるべ
きだとい
う認識と

なっ
て、一角闘ら東北の
指導者によっ
てしばしば表明された。

一
方、
東北のこのよ
うな特殊な位置が
高闘の政治的存在を巨大

なものにしたので
あっ
た。
こ
うして、
東北に
おいて、
党、
政、
軍、

民の全権を手中に
した高闘にたい
し、
「議陽
の
大
衆
集
会
で
は、

『高樹首問歳』
のスロ
ーガン
が出現したが、
もはやそれは奇異では

（2）
 

なかっ
た」
のである。
こ
のよ
うな高闘の
突出した存在が、
毛沢東

ら党中央にとっ
て
容易な
らぬ
脅威で
あっ
たのは、
その
舞台が中国

の
国家建設の
根拠地でもある
東北であっ
たからであるが、
さらに、

こ
うした
東北特殊化状況の
なかに
存在する
高闘が、
明らかにス
タ

ーリンの
支持を得ていたからで
あっ
た。

と乙
ろで、
隣接地域へ
のス
ターリンのソ
連の
対
外接触、
対外進

出の
方法は、
一
般に
東欧諸国にたい
して
みられたように、
ま
ず第

一
に
軍事占領、
第こに
は現政権を利用しつつ
その
権威を
奪うこ
と、

第三には内戦や
局地戦を利用しつつ
相手国共産党を
支援するとい

（3）
 

う戦略・
戦術をとっ
てきたとい
えるが、
乙
の
相手国共産党へ
の
支

援とい
う点では、
土
着の
共産主義勢力が増強されると
とを欲せ
ず、

東欧の
例に
もみられるよ
うに、
し
ば
し
ば
「モスコ
ヴィッ
チ」（ソ

連仕込みの
親ソ
派の
リーダー）
を送
り込んだので
あっ
た。
そして、

「ス
ター
リン
は、
中国の
東北に
おいて
も同様の政策をとっ
たよ
う

である。
とと
では
『モスコ
ヴU4ツ
チ』
として
送り込まれた主要人

（4）
 

物は、
李立三
と周保中で
あっ
た」
とい
われてい
る。
そして、
い
わ

ゆる
「李立三
路線」
で知られる
李立三は、
一
五
年間のモス
クワ滞

在のの
ち一
九四六年初頭に
突如ハ
ルビン
に
あらわれたが、
それは｛

5
｝
 

「北
満に
共産政権を樹立
する」
ためで
あっ
たとの
推測も存在する。

東北抗日、ゲリラの
指導者として
知られた周保中は、
シベ
リアへ
逃

れたの
ち、
ソ
連軍による
東北解放とともに
復帰し、
吉林省人民政

府主席となっ
た。
こ
れらの
「モ
スコ
ヴィッ
チ」
の
存在を経て
高闘

の
政治的台頭があっ
たこ
とに
われわれは
注目せざるをえない。

もともと
東北については、
ス
ターリン
自身が「私は
中共軍の
東

（6）
 

北進駐に
同意しなかっ
た」
と
語っ
たとい
われてい
る。
そして、
一

九四五
年の
中ソ
友好同盟
条約で、
ソ
連は
蒋介石政府の
グ弱身d
を

利用して、
中園長春鉄道、
旅順口、
大連港など、
帝政ロ
シ
アが
東

北に
もっ
ていた
権益を
回復したのだが、
日
本降伏直後のソ
連の
対

東北政策は、
ほぼ、
付ス
ターリン
がポツ
ダム
とヤル
タの
両会談で

ソ
連に
割り当て
られた地域の
軍事占領、
∞
満州の
産業設備と機械

類をできるだけ多く押収してソ
速に
移す、
同日
本人戦争捕虜を
す

（7

）
 

ベ
て
安価な労
働力としてソ
連に
移す、
とい
うものであっ
た。

乙
の
点につ
いて
台湾の
研究家・
鍾煮は、
「一
九四六年、
中国政府

が理ぞ説き情を
説いて
東北の主権問題を守るため、
モス
クワでソ

連と
交渉を行なっ
ていたとき、
ソ
連軍は
東北で強盗式の
略奪を
開

始し、
数ヵ
月の
聞に、
中国が絶対的主権をもっ
東北の
各工
業設備

（8）
 

と大型機械、
動力設備を略奪し運び
去っ
た」
と述べ
ている。
周知
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の
よ
う
に、

日
本
敗
戦
後
の
満
州
に
お
け
る
ソ
連
側
の
こ
の
よ
う
な
行
動
に

ついては、日
本人自身が
多数その
目撃者になっ
ているの
だが、
鍾煮

はさらに、「奪い
去られた工
業設備や機械は一
九四六年六月に
満州

へ
到着したアメリカ
『賠償委員会』
〈
岡山吉宮
司・
EC－4
の
率い

た米
国経済調査団のこ
と
｜｜引用者〉の
計算によれば八億五
八O

O万米ドル
以上に
達し、
消粍および
補充などの
費用を
含む
損失は、

（9

）
 

二
十億米ドル
に達してい
る」
と指摘している。
一
方、
こ
のよ
うな

見方とは
対照的に、
最近のソ
連の
論
調
は、
「事実、
ソヴェ
ト軍の

当局者によっ
て
若干のかつ
ての日
本の
軍
需工
場の
施設の一
部が
取

り外されてい
るが、
乙
れは
中国の
内戦へ
の
米国の
武力干渉の
条件

下においては、
と
れらの工
場が
中国の人民民主主義軍にたい
する

戦争目的に
利用される
可能性があっ
たからである。
取り外された

（叩）

施設が
もっ
てい
た価値はたいしたものではなかっ
た」
と述べ
てい

るけれども、
こ
れはやはり苦しい
弁
明でしかないであろう。

ともかくソ
連は、
四五
年の
中ソ
友好同盟条約に基づいて蒋介石

政権と
折衝しつつ、
他方では
中国共産
党がソ
連占領中の
満州には

い
ると
とを助け、
北満のハ
ルビン、
チチハ
ル、
吉林や、
やがて
長

春を中国共産
党に
占拠させると
ととなっ
たのであっ
た。
もとよ
り、

中ソ
両共産
党の
密接な
接触の
もとにと
うした
行動が展開されたと

はいい
がたく、
たとえば、
当時の
状況につ
いて、
ジャッ
ク・
ベル

デン
は、
「まっ
た
く奇妙なと
とだが、
ロ
シ
ア人はζのとき
中止〈
で

はなく、
蒋介石を助けていたので
ある。
義勇軍および
林彪将軍の

部隊が、
地方を引きつい
でいた
時期K、
ロシアの
赤軍は、
蒋の
将

（ロ｝

校
た
ち
を
満
州
の
各
都
市
に
着
任
さ
せ、

長
い
あ
い
だ
彼
等
を
保
護
し
た
」

とさえ記述している。
それだけに、
毛沢東にとっ
て
東北
を固める

と
とがぜひとも必要であっ
た。
毛沢東が東北根拠地の
建設をい
か

に
重
視していたかについては、
一
九四五
年一
二
月の
彼自身の
演説

（
ロ
｝

「強固な
東北根拠地を築こ
う」
がそれを
端的に
示してい
る。
こ
の

よ
うな経緯のの
ちに一
九四八年以降、
高闘の
指導下に
東北建設が

進められてきたので
あるが、
やがて
四九年一
O月の
中華人民共和

国の
成立は、
毛
沢東訪ソによる
中ソ
会談と
新しい
中ソ
友好同盟
条

約および
中ソ
閣の
諸協定を成立させ、
ソ
連の
東北における
利権に

は
大きな制約が
課せられていっ
た。
中ソ
協定の一
つ
はこ
う表明し

ている。
「ソ
連政府と
中国政府は、
一
九四五
年以
来、
極東
の
情
勢

に
根本的変化が生じた乙
とを確認する0・：・ソ
連
政府と
中国政府

は、
この
新しい
情勢が
中園長春鉄道、
旅順口、
大連港の
問題へ
の

（ね）

新たな処理の
可能性を提供するものであるこ
とを認めた。」

一
九五
O年初頭の
毛沢東訪ソによる
中ソ
会談は、
中ソ
両国が必

要とした歴史的な
首脳会談で
あり、
ス
ターリン
と毛沢東の
長期の

コ
ミュ
ニ
ケーショ
ン・
ギャッ
プを埋めるための
ものであっ
たが、

（M）
 

同時に回量が
指摘するよ
うに、
それ以外に
も高閥らの
東北特殊化

問題についてス
ターリン
と協議するこ
とが毛沢東にとっ
て重
要な

目的であっ
たろう乙
ともい
なめない。
すでに
われわれが別の機会

（
お
）

に
詳し
く言及したよ
うに、
ス
ターリン
と毛沢東の
中ソ
会談は、
中

国にとっ
ての一
定の
成果と毛沢東にとっ
ては
根深い
対ス
ターリン

不信感を残したが、
このよ
うな結果であっ
ただけになお高閣の
存

高問事件と中ソ関係81 



在は
許せない
ものになっ
て
ゆく。一角闘を「国際主義者」
と
みる今

日のソ
連の立
場か＝り
す
れ
ば、
「中国がソ
連の
援助を受けて経済的

混乱から立ち直り、
国際的地位が強化されるや、
ソ
連との
大規模

な
協力は
中圏内の
国際主義的傾向を急速に
増大させ、
毛派の
党、

敬
明内での
影響力を奪い
かねない
と、
毛沢東は
考えるよ
うになっ

た」
とみなされうるのである。
こ
うして
高闘は、
ス
ターリン
の
死

とい
う状況変化の
直後に
摘発されて
ゆくのである。

（1）
高樹が一
九四九年九
月八日に
東北
幹部会議で
行なっ
た
前掲の
演

説
「
栄
誉は
誰に
属する
もの
か」（『
事
習』
第一
輯所収）
は、
そ
のと
と

をよ
く示してい
る。

（2）
余逸楽
「東北人
説一角筒」、
『明報月刊』
一
九六六年二
月号。

（3）
乙
うしたソ
速の
政
策につ
いては
ι・
呂・
冨R
自己O臼Y
匂
EEhほ

白
書出
同1bnリミaq＼
九円。sミ
匂也、GNh刊誌
、。』N町、・
FOロιop
OH同O吋仏
daz？

凹－G】U55
5白N・
B－
お｜企・
邦訳、
鹿烏守之助『ソ連
外交政
策の
戦
略

と戦術』、
鹿
島研究所出版会、一
九
六四年、
四二
｜五一
ペ
ージ、
参照。

（4）
『中華人民共和
国の
成立をめ
ぐる
中ソ
関係
｜｜中ソ
同盟
と
そ
の

動態
｜！』
八タイプ
印刷V、
一
九七O年
六月、
二
七ペ
ージ。

（5）
同右、
二
七｜二
八ペ
ージ。

（6）
蒋
中正
『蘇俄在中園
l｜中園輿俄共三
十年
程歴
紀
要
｜｜』、
台

北、
中央文物供藤社、
一
九五
六年、
一
五
四ペ
ージ。
邦訳、
寺
島正訳

一『
中国の
な
かのソ
連』、
時事通
信社、
一
九六二
年、
一
五
0ペ
ージ。

（7）
宮店内EHDmY
毛－
RT
若・
8
8・
邦
訳、
前掲書、
四四ペ
ージ。

（8）
鐘
煮「中蘇共門争和中俄爾個園
家、
雨個民族間的門争」。
邦訳、

「
中ソ
両共産党の
闘争と
中ソ
両国、
両
民族聞の
闘争」、
『問題と研究』

一
九七四年
新年号。

（9）
同右。

（m）
オ・
ベ・
ボ
リソ
フ、
前掲論
文。

（日）
』白口日円
回。－仏巾P
（UFS白
句、H晶、伊aHbnw
gdとhF
Z
g司
JPHr・
国民間活Hm

hv
Fop
ghpMM・
ω2・

邦訳、
安藤
次郎・
陸
井三
郎・
前芝
誠一
共訳『
中

国は世界をゆるが
す』
〈
下〉、
青木文
庫、
一
九六五
年、
九八ペ
ージ。

（臼）
「建立輩固的
東北根拠地」（一
九四五
年一
二
月二
十八日）、
『毛
調停

東選集』
第四巻、
北
京、
人民
出版社、
一
九六
O年、
所収。
邦
訳、
三

一
蓄一房版、
第八
巻、
所収。

（日）
「関
於中園長春銭路、
旅
順ロ
及大逮的協定」（一
九五
O
年二
月十

四日）、
『人
民日
報』
一
九五
O年二
月一
五日。

（比）
国
宣、
前掲論文。

（店）
中嶋嶺雄、
前掲報
告、
参照。

（凶）
ウェ・
イ・
グル
1ニ
ン、
前掲
コ角関・
儀激石事件の
真相」。
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七

ス

タ

ー

リ

ン

と

高

間

｜｜

結

論

に

か

え

て

｜｜

こ
れまでの
検討において、
高闘事件の
国際的背景、
つ
まりスタ

ー
リン
との関係につ
いては、
ほぼその
輪郭を描くこ
とができた。

い
うまでもなくスターリン
と
高閲との
関係につ
いては、
こ
れまで

に
も一
般的に
推測されてきてはいた。
その
代表例として、
中ソ
関

係に
詳しく、
現地に
状況をたずねて
もい
るクラウス・
メlネル
ト

の
推測をあ
げるな
ら、
彼は
高同事件とスター
リン
との
関係につ
い

て、
その
著『北
京・
モス
クワ』
のなかでと
う述べ
てい
る。

「私は
中国での
話し
相手にζの
事件の
背景についてどう思っ

てい
るかとい
く度も尋ねた。
だれも正
確なと
とは知らなかっ
た

が、
二、
三の
例外を除いて
彼らは
高闘ががむしゃ
らに
独立を求

めながら省長に
許されてい
る以上に
緊密にスターリン
と
協力し



たのではない
かと思うと語っ
た。
私自身、
正
確な
資料がない
の

で
判断は避けたい
が、
毛沢東が
中国全土に
勝利を収めた
時に、

ス
ターリン
が満州に
北京か
ら若干独立した
国家が生まれるよ
う

助長し、
かっこ
れをかつ
て
満州国に
属していた
外モンゴ
ルのよ

うにモス
クワの
衛星
国にしよ
うとしたのだとすれば、
理
解でき

（1）
 

なくもない
であろう。」

乙
の
周到な記述のなかから、
高山岡事
件については、
中国国内で

もスターリン
との
関係がほぼ
暗黙の
うちに
知3りされてい
たこ
とが

推察できよ
う。
もとより、
クラウス・
メl
ネル
トが六0年代初頭

に
試みた
推測は、
今日、
さ
らに
数多くの
状況証拠や
未公開資料に

よっ
て
裏づ
けられるよ
うになっ
たが、一角崩事件とスター
リン
との

関係は、
はやくか
らかなり一
般的に
推測されていたので
あり、
ま

た、
中国共産党の
公
式
文献のなかに、
それをにおわせるよ
うな記

述もあっ
たのである。
たとえば、
一
九五
六
年
の「ス
タ
ー
リ
ン
批

判」
に
関連して
中国共産党が発表した
有名な論文「プロレ
タリア

ー
ト独裁の歴史的経
験につ
いて」
は、
「一
九五三
年にはまた
高山岡、

鵠激石の
反党連盟がわが党内に
あらわれた。
乙
の
反党連盟は、
国

内および
国外の
反動勢力を
代表し、
革命事業に
危害を加えると
と

（2）
 

を目的としてい
た」（傍点
111引用者）
と述べ
てい
る。
との
記述は

高闘事件がたんに
内政上の
問題ではなく、
国際的関連を
有したも

ので
あるこ
とを示唆しているが、
東北を
舞台とし
たこ
の
事
件
で

「国外」
とは何を意
味するので
あろうか。
右の
論文が発表された

時点で
中国共産党は、
「抗日戦争の
時期にはまた、
王明同
志
を
代

表
者
と
す
る
右
翼日

和
見
主
義
の
誤っ
た
路
線
が
わ
が
党
内
に
あ
ら
わ
れ

（
3
）
 

た」
と述べ
て、
当時はまだ
「王
明同志」
とい
う表現を用いてい
た

が、
一
貫して
グ親ソ
派d
の
領袖であっ
た王
明は、
一
九七四年三
月、

モス
クワで客死してい
る。
われわれは、
その王
明が
要人墓地とし

て知られるモス
クワのノヴォ
デヴィチ
修道院墓地に
手厚く、
しか

も巨大な胸像とともに
葬られている
現場に立っ
たとき、
中ソ
関係

史と
中国共産党の
党内闘争史との微妙な
相関関係を思わず再認識

（4）
 

せざるをえなかっ
たが、
高商事件は、
もし
もそれが目的を成就し

てい
れば、
きわめて重大な
諸結果をもたらしたであろうし、
また、

そのよ
うな歴史的可能性に
もっ
とも肉迫した事件であっ
たとい
え

よ
う。
先の「プロレ
タリアート独裁の歴史的経
験につ
いて」
論文

が、
高岡事件につ
き、
「もし
も党中央委員会
が
い
ちはやくこ
れを

発見して、
時を移さず乙の
反党連盟を打ち破らなかっ
たな
らば、

党と革命の
事業のこ
うむる
損失は、
計りしれない
ものがあっ
たで

（
5
）
 

あろう」
と述べ、
毛沢東自身も同じ
時期に、
「そ
うでな
ければ、

高崩をもう一
年のさばらせる乙
とに
なり、
それは想像すると
とも

（6）
 

できない
おそるべ
きこ
とであっ
た」
と語っ
てい
る。
その「計りし

れない
損失」
や
「想像すると
ともできない
おそるべ
きこ
と」
と
そ、

ス
ターリン
と結んだ
高闘が東北に
グ親ソ
政権d
を樹立するのみな

らず、
それを拠点に
党中央の
権力を奪取しよ
うとしたこ
とではな

かっ
たか。
ス
ターリンの企図と行動のパ
ターン
か＝りして、
こ
のよ

うな高闘の
グ陰謀d
を
支援したで
あろうこ
とは推測にかたくない。

それだけに、
毛沢東と
中国共産党中央にとっ
ては、一回向商事件の
摘
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発が急がれたので
あろうが、
それをソ
連側の
視点からみれば、
ソ

連との
協力関係の
強化による中国の経済的・
国際的地位の強
化が、

中国圏内のグ国際主義者ヘ
つ
まり「親ソ
派」
を急速に
増大させ、

毛沢東の
権力を奪いかねない
と
考えるように
なっ
たとみなされる

ゆえんで
あろう。

現にソ
連側は、
乙の
点にかんし
最近、
次のような
決定的な告白

を
行なっ
てい
る。
「一
九四五
｜一
九四
先年に、
満州を
含め
て
全
国

的規模での
中国共産党の政治的目標の
設定と
社会・
経済的施策の

遂行に
おいて重要な意義をもっ
てい
たのは、
初めは延安において、

創剖割削淵州剖判対列引叫料川甘実現された
中国共産党とソ
連邦

共産党閣の直接的接触で
あっ
た。
乙
れらの
目的のためにソ
連邦共

産党中央委員会は
中国共産党の
重要人
物数名をモ
ス
クワに
招鳴し

た。
すべ
ての
原則的問題にかんし、
手紙のや
りと
りと個人的接触

によっ
てソ
連邦共産党の
中央委員会と中国共産党の
中央委員会と

の
あいだにレ
ギュ
ラーな意
見交換
が
お
こ
なわれた」（傍点
｜｜原

著者、
傍線
｜｜引用者）。

とと
ろで、
先の王
明ら「親ソ
派」
幹部の
消息が途絶えたのは
高

商事件以
降で
あるとい
われており、
回宣はこ
の
点
を、
「高問、
儀

激石の一失脚と
同時に、
陳紹高〈王
明の
本名
｜｜引用者〉
および
李

立三の
消息も途絶えた。
乙
れは必ずや
高闘・
鏡激石事件と関連を

（
9
｝
 

もつ乙
とで！ある」
と
推測してい
る。

さらに、
今日の
中国の公
式見解では、
すでに
みたように、
高尚

事件には、
の
ちに
「三面紅旗」
政策や
「ス
ター
リン
批判」
以降の

中ソ
論争との
関連で毛沢東らと
対
立
し、
「修正
主義者」、
「フルシ

チョ
フ
主義者」
として
失脚していっ
た
彰徳懐らが連繋してい
たこ

とにされてい
るが、
高闘事件が彰徳懐事件と
結びつ
けて
論じられ

ているζ
とそれ自体が、
高同事件とソ
連との
関係の
存在を示唆し

ているとい
えよう。
なお、
と
の
点で、
フルシ
チョ
フ
が一
九六O年

六月のブカレス
ト会議で、
「一
台関は、
中国共産党の
誤っ
た
対
ソ
政

策に
反対したとい
う、
ただそれだけのζ
とで
罪を得たのだ」
と語

｛叩）

っ
たとい
うエピ
ソ
ードは意
味深い。

こ
れまでの
検討で
明らかなように、
高岡事件は、
きわめて
深刻

かつ
重大な
国際的背景を
有してい
たのであるが、
こ
の
点でさらに

検討を加えねばな
らない
問題は、
朝鮮労働党内部に
おける「親ソ

派」
粛清事件との
関連で
あろう。
一
部には
すでに
知られてい
るよ

うに、
一
九五三
年八月、
朝鮮労働党内部では、
南労党の
指導者と

して、
また土着派共産主義者として
知られた
朴憲永らが粛清され、

同時に
「親ソ
派」
ない
しは「モ
スコ
ヴィッ
チ」
の
許嘉誼らも粛清

（
口
）

（
ロ
）

された。
われわれがすでに
検討したよ
うに、
ス
ター
リン
のアジア

戦略との
関連をも有して
勃発した
朝鮮戦争は一
九五三
年三
月のス

ターリンの
死後、
同年六月に
ようやく停戦にい
たっ
たのであり、

まさにス
ターリンの
死のの
ちに、
北朝鮮内部で
許嘉誼、
朴憲永ら

の
粛清事件があり、
中国ではやがて
高閥事件の
摘発へ
と進んで
ゆ

くこの
相関関係を無視する乙
とはできない
で
あろう。
田畳は、
朴

憲永、
李承輝、
許嘉誼らの
粛清事件とスター
リンの
死、
高岡事件

との
関連を指摘したの
ち、
高崩事件は、
陳紹馬（王
明）、
李立一二、

84 



使志
亮らの
「親ソ
派」
幹部とも関連があっ
たとし、
彼らの
名前が

高
闘
事
件
で
表
面にだきれなかっ
たのは、
国際関係に
及ぶ
重大な

影響へ
の
配慮、
つ
まり「第一
にソ
連を刺激するこ
とを避け、
第こ

には、
中共とソ
連との
あい
だの
各種の
角逐が
暴露されるのを避け

（日）

るためであっ
た」
と推測してい
る。
アジ
アの
冷戦下に
あっ
て、
中

ソの一
枚岩的団結と
社会主義陣営の
強化が叫ばれていた
当時の
国

際環境のなかでは、
い
わば当然の
帰結であっ
たとい
えよ
う。

以上のよ
うな
状況と、
当時のス
ター
リン
の絶対的権威および
中

ソ
両国間の
当時の
力関係を顧みるな
らば、
高崩事件の
摘発がス
タ

ーリンの
死をまっ
てはじめて
可能であっ
た事情を、
われわれは十

分に理
解するこ
とができる。
高闘とスター
リン
との
結びつ
きが強

かっ
たからであろうか、
スター
リンの
危篤に
際しては、
毛沢東は

高闘を伴っ
て
在北
京ソ
連大使館を見舞いに
訪れ、
スター
リン
死後

北
京で
行なわれた
「スターリン
追悼会主席団」
の
名簿では、
高尚

（
M
）
 

は劉少奇よ
りもさきに
第三
位に
名前を連ねていたのである。

だが、
その
高闘にたい
して毛沢東は五三
年一
二
月二
四日、
ベ
リ

アがソ
連の
最高法院で正
式に
断罪されたその
同じ日に、
党中央政

治局会議で
警告を発し、
すでに
みたよ
うに、
「党の
団結強化
に
か

んする
決議」
のための
「提案」
を行なっ
たのであっ
た。
こ
うして

高
尚摘発の
火切ぶ
たが切られて
ゆくのである。

では、
そのよ
うに
高岡と関係の
深かっ
たスターリン
は、
どの程

度まで
本格的に
高闘らを
支援したので
あろうか。

毛沢東は、
スターリン
と高閣との
個人的関係について、
い
ちど

だけ言及して、
「ス
ター
リン
は
高山田を大変ほめ
あ
げ
て、
わざわざ

（日）

車を一
台贈っ
た」
と述べ
てい
るが、
中国革命の
勝利者としての毛

沢東をモ
ス
クワに
迎えたとき、
スターリンには、
毛沢東を
前にし

てやはり迷い
があっ
たのであろう。
当時、
東北にいた一
中国人は、

東北で
高間がどのよ
うな評判であっ
たかを綴っ
た文章のなかで、

事がうまく運ばなかっ
た
際にたい
するスターリンの日和見的な態

度を示唆したのち、「もしもスターリン
がもっ
と
果断であれば、
高

（日目）

闘はとっ
くに
『東北王』
に
成っ
たであろう」
と語っ
てい
る。
こ
の

よ
うなスターリンの態度を裏づ
けるかのよ
うな証言がフルシ
チョ

フの回想で
あろう。
フルシ
チョ
フは、
駐中国大使で
あり、
情報将

校でもあっ
たパ
ニュ
lシ
キン
が高闘と
接触していたときの
報告を、

モス
クワ
を訪れた毛沢東にスターリン
が示した
と
し
て、
「スター

リン
は毛の
信
頼と友情を
得るこ
とを
決意、
こ
のため彼はパニュ
ー

シ
キン
と高闘との
会談についての
報告を取り上げ、
それを毛に
手

渡して
言っ
た、
『ご
らんなさい、
と
れを読んだら興味を感
じ
る
か

もしれません円
ス
ターリン
の世の
中を知るのは、
ただ神
の
み
で

（げ）
ある」
と回想してい
る。

もしも、
乙の
事実が正しい
とするならば、
スターリンの意図が

どんなものであっ
たのか、
さまざまな推測が可能で
あろうし、
フ

ルシ
チョ
フ
自身はこ
の
点を次のよ
うに
推測してい
る。
「なぜ
ス
タ

ーリン
は高闘を
裏切っ
たか
？
それは
彼独得の
邪推深さによるも

の
と私は思う。
：：：彼の
計算によれば、
早晩、
毛は
高闘が彼に
情

報を提供してい
る乙
とを自分で知るであろうし
ーーーもし
もそうな
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れば、
毛はスター
リン
を中共政府へ
の
妨害を挑発したとしてその

責任を間切って
くるだろうとい
うのであっ
た。
そこ
でス
ターリン
は

高閣を犠牲に
上げ、
それによっ
て毛の信頼をか
ち取るの
が賢明だ

と考えたのである。
しかし、
私は毛は
決してスターリン
を信用し

（
出
）

てい
なかっ
たと思う」。
乙
のとおりであるのなら、
当時のスター

リンの
行動はい
かに
もスターリン
らしい
選択であっ
たともい
えよ

う。
ともあれ、
毛沢東に
とっ
て
幸い
なこ
とに、
ス
ターリン
は一
九

五三
年三
月に
死んだのであっ
た。
同時に、
ζのスターリンの
死こ

そ、
高尚らの
末路を決定づ
けるこ
とになっ
たこ
とは疑い
ない。

以上のよ
うに
高間事件は、
中ソ
関係史と
中ソ
対立の
歴史的過程

のなかに
深く刻み込まれた重大な歴史的事件であっ
たのである。
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二
五五ペ
ージ。

（
時）

Lg
t・－MM－

N品目・

邦
訳、

同
右、

二
五
六
ペ
ー
ジ
。

〔追記〕
本
稿の
作
成は、
筆者にとっ
てほぼ
十年来の
懸案で
あ
っ
たが、

本稿を完成するに
際しては、
昭和四八
l五
0年度文部省科
学研究費特定

研究
ω「国際環境に関する基礎的
研究」
プロ
ジェ
クトか
らの
助成を得た。

なお昭和五一
年五
月に
東京外国語大
学で開
催されたアジア
政経
学会関東

部
会で
は本稿の
要旨を報告した。
その
際、
高崩事件と
中ソ
関
係の
相関性

につ
い
て
否定的な立
場から乙
の
事砕を分析された
徳田
教之氏（アジア
経

済研究所主任研究員）
からは、
デイスカ
ツ
サン
ト
としての
有益な批評を

いた
だいた
（なお、
同氏の
論稿「一
九五四年における
高閥・
鏡激石粛清

の
政
治力学」
八
徳回数之・
辻村明編『
中ソ
社会主義の
政
治
動
態』、
アジ

ア
経
済研究所、
一
九七四年、
所収〉、
参照）。

（なかじま・
みねお
東
京
外
国
語
大
学）
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